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上
海
金
融
恐
慌
と
貨
幣
市
場
を
中
心
に
ー
ー

岡

奇由

主
円、

マ

宜

門
要
約
】
　
国
民
政
府
下
に
お
け
る
信
用
機
構
再
編
は
、
分
立
し
て
い
た
手
形
交
換
・
貨
幣
市
場
・
申
央
銀
行
の
三
機
能
が
、
債
権
流
動
化
へ
の
要
求
を
起

動
力
に
、
中
央
・
中
国
・
交
通
の
三
銀
行
、
と
く
に
申
越
銀
行
の
も
と
再
統
合
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
。
上
海
金
融
界
は
、
銀
流
出
と
節
季
払
慣
行

に
よ
り
、
ふ
く
ら
ん
だ
銀
行
信
用
を
さ
さ
え
ら
れ
ず
、
決
算
期
の
た
び
に
貨
幣
市
場
に
殺
到
し
て
決
済
を
危
機
に
さ
ら
し
、
信
用
機
構
の
脆
弱
さ
を
み
せ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
鷹
峯
手
形
の
当
日
払
要
求
（
劃
頭
加
水
）
と
い
う
形
で
現
れ
た
。
最
後
の
貸
手
を
も
と
め
る
動
き
は
、
中
国
・
交
通
銀
行
の
改

組
を
容
認
さ
せ
る
。
三
五
年
六
月
の
上
海
金
融
恐
慌
は
、
債
権
流
動
化
措
置
を
と
ら
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
野
業
準
備
庫
を
三
行
の
も
と
に
く
み
こ
み
、
決

済
の
不
安
定
性
の
除
去
を
も
た
ら
し
た
。
上
海
銀
行
界
は
、
三
行
の
強
大
化
を
前
に
、
延
払
信
用
と
動
産
信
用
を
手
形
取
引
に
き
り
か
え
、
中
央
銀
行
信

用
を
利
用
す
る
こ
と
に
生
き
の
こ
り
を
か
け
る
。
銀
行
票
据
承
党
所
と
「
中
央
準
備
銀
行
」
設
立
へ
の
要
求
は
、
そ
の
論
理
に
よ
り
う
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
六
巻
四
号
　
二
〇
Q
三
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
南
京
国
民
政
府
期
の
金
融
史
研
究
は
、
ひ
と
つ
の
到
達
点
で
あ
る
一
九
三
五
年
の
幣
制
改
革
を
中
心
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら

考
察
が
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
て
き
た
。
戦
前
に
あ
っ
て
は
、
国
民
政
府
の
貨
幣
・
金
融
制
度
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
ひ
い
て
は
国
民
政
府
を
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

把
握
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
関
心
か
ら
。
戦
後
、
と
く
に
一
九
八
○
年
代
以
降
に
あ
っ
て
は
、
南
京
国
民
政
府
像
の
再
検
討
と
い
う
課
題
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か
ら
研
究
が
す
す
め
ら
れ
、
幣
制
改
革
に
つ
い
て
も
確
固
た
る
像
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
南
京
国
民
政
府
に
よ
り

主
体
的
に
断
行
さ
れ
た
、
幣
制
の
統
一
を
通
じ
て
恐
慌
を
克
服
し
経
済
を
安
定
化
さ
せ
た
政
策
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
た
認
識
に
は
、
世
界
恐
慌
と
ア
メ
リ
カ
政
府
の
銀
政
策
に
よ
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
中
国
が
、
銀
恐
慌
と
よ
ば
れ
る
経
済
危

機
に
瀕
し
て
い
た
こ
と
と
か
か
わ
り
が
あ
る
。
国
論
政
府
は
、
こ
の
課
題
に
対
し
、
廃
両
改
元
や
政
府
系
金
融
機
関
の
改
組
・
増
資
を
通
し
て
、

金
融
統
制
へ
の
足
が
か
り
を
つ
か
む
と
と
も
に
、
最
終
的
に
幣
舗
改
革
、
す
な
わ
ち
自
国
の
通
貨
価
値
の
設
定
権
を
回
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
内
経
済
の
再
建
を
は
た
し
た
。
ま
た
近
年
の
幣
制
改
革
に
関
す
る
研
究
は
、
通
貨
増
発
に
よ
る
金
利
引
き
下
げ
効
果
や
、
銀
価
格
と
外
国
為

替
レ
ー
ト
に
規
定
さ
れ
た
通
貨
供
給
シ
ス
テ
ム
、
な
ら
び
に
不
動
産
金
融
を
基
盤
と
す
る
信
用
構
造
か
ら
の
離
脱
、
と
い
う
新
た
な
論
点
を
提

　
　
　
　
②

示
し
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
な
お
以
下
の
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
に
、
国
民
政
府
に
よ
る
信
用
機
構
の
再
編

が
、
幣
制
改
革
に
い
た
る
通
貨
統
合
の
衝
で
の
み
と
ら
え
ら
れ
、
通
過
点
で
し
か
な
い
は
ず
の
幣
制
改
革
を
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
、
と
い
う

視
点
が
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
分
析
が
制
度
史
的
考
察
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
銀
行
や
商
工
業
者
な
ど
の
市
場
側
が
、

い
か
な
る
環
境
下
、
ど
の
よ
う
な
信
用
機
構
や
金
融
政
策
を
国
民
政
府
に
要
請
し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
金
融
市
場
そ
の
も
の
へ
の
検
討
が
な

お
ざ
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
欠
落
が
生
じ
た
の
は
、
研
究
史
そ
の
も
の
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
戦
後
、
南
京
国
民
政
府
期
の
金
融
政
策
は
、
国
民

党
冬
草
資
本
に
よ
る
民
族
銀
行
資
本
の
併
呑
と
い
う
、
歴
史
的
文
脈
に
適
し
た
と
は
い
え
ぬ
図
式
で
と
ら
え
ら
れ
、
幣
制
改
革
も
ま
た
そ
う
し

た
視
点
か
ら
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
近
年
の
研
究
は
、
な
に
よ
り
も
国
民
政
府
の
政
策
意
図
を
再
把
握
に
主
な
関
心
が
む
け
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
幣
制
改
革
へ
の
流
れ
に
こ
そ
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
政
府
系
金
融
機
関
で
あ
る
中
央
・
中

国
・
交
通
各
行
の
強
大
さ
は
所
与
の
前
提
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
も
含
ん
だ
金
融
市
場
の
分
析
は
、
信
用
機
構
の
基
幹
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

背
後
に
お
い
や
ら
れ
た
。
恐
慌
期
、
市
場
側
は
い
か
な
る
制
度
を
要
請
し
て
い
た
の
か
。
そ
し
て
幣
制
改
革
へ
の
流
れ
の
中
、
揚
幕
政
府
に
よ
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る
信
用
機
構
の
再
編
が
ど
の
よ
う
に
既
存
の
金
融
市
場
に
架
橋
さ
れ
、
幣
制
改
革
後
を
も
規
定
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ
う
し
た
も
っ
と
も
基
本

的
な
問
い
か
け
が
閑
却
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
本
稿
は
、
以
上
の
問
題
関
心
の
も
と
、
銀
行
・
銭
荘
や
商
工
業
者
と
い
っ
た
、
金
融
市
場
を
構
成
し
た
側
の
分
析
を
通
じ
て
、
国
民
政
府
下

に
お
け
る
信
用
機
構
再
編
の
意
味
を
問
い
な
お
し
て
い
く
作
業
の
一
環
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
再
編
の
焦
点
で
あ
り
な
が
ら
、
幣
制

改
革
の
前
史
と
し
て
し
か
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
一
九
三
五
年
の
上
海
金
融
恐
慌
に
つ
い
て
、
信
用
機
構
の
起
点
で
あ
る
貨
幣
市
場
か
ら
照
射
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。
上
海
金
融
恐
慌
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
注
で
ふ
れ
た
、
城
山
智
子
氏
の
研
究
が
あ
る
も
の
の
、
不
動
産
市
場
と
外
国
為

替
の
分
析
に
と
ど
ま
り
、
信
用
機
構
に
ま
で
い
き
と
ど
い
て
い
な
い
難
点
が
あ
る
。
国
民
政
府
下
に
お
け
る
信
用
機
構
の
再
編
と
そ
の
段
階
的

意
義
を
金
融
市
場
の
分
析
を
通
し
て
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
幣
制
改
革
な
ら
び
に
国
民
政
府
期
金
融
塑
像
の
再
構
成
を
こ
こ
ろ
み
て

い
き
た
い
。
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①
　
代
表
的
な
研
究
は
、
宮
下
忠
雄
『
支
那
貨
幣
制
度
論
隔
宝
文
館
、
　
　
九
四
〇
年
。

　
上
海
満
鉄
調
査
資
料
第
十
一
二
編
『
恐
慌
の
発
展
過
程
に
於
け
る
支
那
幣
制
改
革
の

　
研
究
睡
満
鉄
上
海
事
務
所
、
一
九
三
六
年
、
な
ど
。

②
平
野
和
由
「
申
国
の
金
融
構
造
と
幣
制
改
革
」
野
沢
豊
漁
魍
中
国
の
幣
制
改
革

　
と
国
際
関
係
葡
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
。
佐
野
健
太
郎
コ
九
三
五
年

　
中
国
の
幣
制
改
革
に
つ
い
て
ω
～
ω
i
通
貨
増
発
の
波
及
効
果
を
め
ぐ
っ
て

　
一
」
　
糊
官
岡
知
紘
醐
覗
蹴
腕
　
甲
血
○
一
五
一
悶
万
、
　
五
一
二
口
万
、
　
五
五
口
万
、
　
一
九
九
四
－
九
山
ハ

年
。
城
山
智
子
「
上
海
金
融
恐
慌
（
一
九
三
四
年
～
一
九
三
五
年
）
に
関
す
る
一

考
察
－
国
際
・
国
内
市
場
連
関
と
市
場
・
政
府
関
係
の
視
点
か
ら
i
扁
噸
東

洋
史
研
究
隔
第
五
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
な
ど
。
呉
景
平
編
㎎
上
海
金
融
業

与
国
民
政
府
関
系
研
究
（
一
九
二
七
～
一
九
三
七
年
）
恥
上
海
財
経
大
学
済
出
版

社
、
二
〇
〇
二
年
、
は
上
海
金
融
恐
慌
と
幣
制
改
革
へ
の
流
れ
を
多
角
的
に
触
れ

た
大
著
だ
が
、
市
場
分
析
を
欠
く
難
点
が
あ
る
。

1

一
九
三
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
銀
行
経
営
の
転
換

　
旧
中
国
の
金
融
を
語
る
上
で
、
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
上
海
租
界
の
道
契
（
土
地
証
券
）
、
す
な
わ
ち
不
動
産
の
重
要
性
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
。
道
契
は
、
金
融
界
に
と
っ
て
公
債
と
な
ら
ぶ
投
資
先
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
商
工
業
金
融
に
大
規
模
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
一
説
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に
よ
れ
ば
、
銀
行
の
不
動
産
抵
当
貸
付
は
総
貸
出
高
の
二
割
以
上
に
お
よ
び
、
三
〇
億
元
と
い
わ
れ
る
上
海
不
動
産
資
産
の
う
ち
三
分
の
二
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

外
銀
を
ふ
く
め
た
金
融
界
の
抵
当
下
に
あ
っ
た
と
い
う
。
本
来
、
決
済
の
安
定
の
た
め
流
動
性
を
重
視
せ
ざ
る
を
え
ず
、
融
資
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
必
要
か
ら
商
業
銀
行
主
義
を
採
る
の
が
一
般
的
な
当
時
の
常
識
か
ら
す
れ
ば
、
不
動
産
は
そ
の
固
定
性
ゆ
え
危
険
な
貸
付
対
象
で
あ
っ

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
動
産
融
資
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
不
動
産
が
第
一
級
の
担
保
に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
確

実
と
さ
れ
る
投
資
・
貸
付
対
象
が
公
債
を
の
ぞ
い
て
中
国
に
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
九
二
〇
年
代
、
申
言
で
は
、
銀
価
下
落

と
低
為
替
に
と
も
な
い
、
大
量
の
銀
が
海
外
か
ら
流
入
し
、
物
価
の
安
定
的
な
上
昇
に
よ
る
「
好
景
気
」
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。
世
界
恐
慌

後
も
そ
の
余
波
の
銀
価
下
落
の
た
め
物
価
調
整
が
お
く
れ
、
繁
栄
が
つ
づ
い
て
い
た
。
遊
資
は
上
海
の
不
動
産
に
む
か
い
、
空
前
の
不
動
産

ブ
ー
ム
に
わ
き
た
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
道
契
は
、
発
券
銀
行
に
保
証
金
を
あ
ず
け
る
と
限
度
額
ま
で
銀
行
券
の
代
理
発
行
が
で
き
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

中
国
特
有
の
通
貨
供
給
シ
ス
テ
ム
「
領
用
」
を
通
じ
、
保
証
準
備
の
一
部
を
構
成
す
る
な
ど
、
信
用
構
造
の
根
幹
さ
え
荷
っ
て
い
た
。

　
一
九
三
一
年
以
降
、
恐
慌
の
本
格
化
は
、
銀
行
経
営
に
転
換
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
欧
米
諸
国
の
金
本
位
停
止
と
為
替
レ
ー
ト
引
き
さ
げ

競
争
は
、
一
次
産
品
を
中
心
と
し
た
銀
高
に
よ
る
激
烈
な
デ
フ
レ
を
中
国
に
ひ
き
お
こ
し
、
国
内
市
場
の
縮
小
と
輸
出
急
減
を
も
た
ら
し
た
か

ら
で
あ
る
。
為
替
レ
ー
ト
の
低
落
と
密
書
急
騰
は
、
銀
輸
出
点
を
こ
え
て
為
替
レ
ー
ト
を
下
ま
わ
ら
せ
、
銀
市
場
と
為
替
市
場
の
裁
定
取
引
に

よ
る
均
衡
の
回
復
、
す
な
わ
ち
銀
輸
出
を
促
進
さ
せ
銀
収
支
を
赤
字
に
転
落
さ
せ
た
。
上
海
事
変
は
、
不
動
産
市
場
に
大
打
撃
を
あ
た
え
、
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

格
暴
落
と
取
引
高
急
減
を
ひ
き
お
こ
し
、
銀
行
や
銭
荘
に
巨
額
の
不
良
債
権
を
か
か
え
こ
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
銀
貨
は
、
農
村
の
交
易
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

件
の
悪
化
と
社
会
不
安
に
と
も
な
い
、
農
村
か
ら
上
海
に
流
出
し
、
再
投
資
さ
れ
る
こ
と
な
く
定
期
預
金
と
し
て
大
銀
行
に
流
れ
こ
ん
だ
。
銀

行
側
は
、
こ
の
変
化
に
い
か
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
銀
行
は
、
ま
ず
安
定
し
た
収
益
を
う
む
公
債
投
資
に
殺
到
し
て
い
っ
た
。
一
九
三
一
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
、
主
要
二
八
銀
行
の
有
価
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

券
所
有
額
は
、
二
塁
四
〇
〇
〇
万
元
か
ら
四
輪
七
六
〇
〇
万
元
へ
倍
増
し
、
預
証
率
は
急
上
昇
し
た
。
第
1
表
は
、
堅
実
な
営
業
で
し
ら
れ
た

代
表
的
な
民
間
銀
行
、
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
（
以
下
上
海
銀
行
）
の
抵
当
分
類
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
銀
行
は
、
証
券
投
資
や
発
券
準
備
だ
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第1衰　上海商業儲蓄銀行の抵嶺貸付内訳（単位：元）

ユ931年 ユ934年

本　　店 支　　店 本支店総計

商　　品 6，279，900 14，72喋，400 2LOO4，300 4L450，000

廠　　蕃 8，669，300 ユ，612，908 寧ユ0，282，208 15，930，000

不動産 4β39，000 2，82L412 7，160，412 9，250，000

証　　券 6，410，600 1，221，812 7，632，412 12，230，000

預金証書 L629，700 1，398，642 3，028，342 3，600，000

その他 913，400 808，925 L722，325 2，910，000

合　　計 28，240，900 22，588，099 50，829，999 皐寧 W5，400，000

　注：’計算があわず，修正している

　　　紳千の位以下が不明であることにより計算があわなくなっている

出所：呉承禧『中国的銀行』商務印轡館，ユ934年，44頁。中国入民銀行

　　　上海三分行金融研究所編『上海商業儲蓄銀行史料』上海入民出版

　　社，　1990年，　628－29頁。

け
で
は
な
く
、
証
券
を
抵
当
と
し
て
さ
か
ん
に
貸
付
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
よ
う
。
ま
た
預
金
が
流
れ
こ
む
問
は
、
不
振
企
業
に
も
破
産
を
さ
け
る
た
め

追
い
貸
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
廠
基
貸
付
は
、
工
場
の
設
備
・
機
材
に

抵
当
権
を
設
定
し
た
貸
付
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
上
海
本
店
で
の
不
振
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

へ
の
貸
付
が
回
収
さ
れ
ず
、
避
け
ら
れ
て
い
た
不
動
産
貸
付
と
な
ら
ん
で
不
況
下
に

拡
大
し
て
い
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
1
表
で
と
く

に
注
目
す
べ
き
は
、
商
品
抵
当
貸
付
の
項
目
、
す
な
わ
ち
動
産
信
用
の
急
激
な
増
加

で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
、
上
海
の
銀
行
界
は
そ
の
支
店
網
を
急
速
に
拡
張
さ
せ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
第
2
表
か
ら
は
、
領
国
・
交
通
と
い
っ
た
官
公
金
取
扱
の
発
券
商
業
銀

行
の
み
な
ら
ず
、
他
の
銀
行
も
内
地
に
支
店
網
を
拡
大
さ
せ
て
い
た
様
子
が
よ
み
と

れ
よ
う
。
そ
の
支
店
政
策
は
、
信
用
収
縮
に
苦
し
め
ら
れ
た
物
資
集
散
市
場
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
な
融
資
先
を
も
と
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
1
表
の
支
店
抵
当
構
成
が

し
め
し
て
い
る
よ
う
に
、
内
地
支
店
が
貸
付
を
拡
大
す
る
に
は
、
商
品
抵
当
貸
付
が

必
要
で
あ
っ
た
。
三
三
年
以
降
、
中
国
銀
行
の
営
業
報
告
書
に
は
農
産
物
抵
当
貸
の

項
目
が
あ
ら
わ
れ
、
動
産
信
用
の
動
向
が
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

の
金
額
は
、
三
三
年
末
残
高
で
一
九
五
〇
万
元
、
三
四
年
下
半
期
総
額
で
は
、
棉

花
・
綿
糸
・
糧
食
な
ど
七
六
〇
〇
万
元
に
お
よ
ん
で
い
た
。
抵
当
貸
付
期
間
を
仮
に

二
ヶ
月
と
み
れ
ば
、
平
均
残
高
は
お
よ
そ
二
五
〇
〇
万
元
と
な
り
、
農
産
物
に
分
類
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第2表　中国主要商業銀行営業拠点数の推移

1931年 1934年 1935年

A B C 合計 A B C 合計 A B C 合計

中国銀行 6 15 lG6 139 8 16 132 156 9 17 167 193

交通銀行 5 6 48 59 4 6 60 70 4 6 82 92

上海銀行 9 7 26 42 9 7 33 49 10 16 62 88

金城銀行 4 6 7 17 4 6 12 22 4 10 ユ7 3工

大陸銀行 4 10 7 2ユ 5 11 9 25 5 16 14 35

塩業銀行 2 4 3 9 2 3 4 9 2 4 4 10

中南銀行 2 3 3 8 3 3 4 ユ0 3 3 8 14

1折江実業 1 0 2 3 1 0 2 3 1 0 2 3

漸江興業 4 6 4 14 5 6 1ユ 22 4 6 15 25

　注：A　上海支店　B　南京・北平・天津支店　C　その他

鵡所：沖国重要銀行最近十年営業概況研究毒中国銀行総管理処，1932年。

　　　民国23年・民国24年度ξ全国銀行年鎧所載「全国銀行総覧」よりそれぞれ作成

さ
れ
た
も
の
だ
け
で
中
国
銀
行
貸
付
総
額
の
十
五
の
一
の
規
模
に
な
る
。
ま
た
、

交
通
銀
行
も
農
産
物
抵
当
貸
付
を
急
速
に
ふ
や
し
、
三
四
年
末
に
は
総
貸
付
残
高

約
二
億
｝
五
〇
〇
万
元
う
ち
二
四
七
〇
万
元
弱
を
し
め
る
に
お
よ
ん
だ
。
同
行
の

荷
為
替
ま
で
ふ
く
め
た
商
品
抵
当
貸
付
全
体
の
残
高
は
、
前
年
比
で
二
〇
〇
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

元
近
い
急
伸
を
み
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
か
か
る
動
産
信
用
の
急
伸
に
は
も
う

一
つ
重
要
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
み
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
商
品
抵
当
貸
付
が
比
較
的
流
動
性
の
高
い
資
産
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ

　
　
　
⑩

と
で
あ
る
。
銀
行
は
、
長
期
性
預
金
の
増
加
の
も
と
で
も
、
銭
荘
・
商
人
の
振
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

出
し
た
手
形
を
積
極
的
に
購
入
す
る
な
ど
、
短
期
貸
付
を
重
視
し
て
い
た
。
最
後

の
貸
し
手
と
な
る
「
中
央
銀
行
」
が
な
い
。
お
ま
け
に
定
期
預
金
は
随
時
引
き
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

さ
れ
、
預
金
証
書
貸
付
は
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
で
は
銀
行
も
あ
る
程
度
流
動
性

に
敏
感
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
商
品
抵
当
貸
付
は
そ

の
要
請
に
こ
た
え
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
上
海
銀
行
は
、
第
一
線
支
払

準
備
が
現
金
、
第
二
線
が
銀
行
間
預
金
、
第
三
線
が
商
品
抵
当
貸
付
、
第
四
線
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

信
用
貸
付
、
第
五
線
が
証
券
と
ラ
ン
ク
付
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
商
品
抵
当
貸
付

は
、
当
時
の
銀
行
界
に
と
っ
て
も
っ
と
も
流
動
性
の
高
い
、
証
券
よ
り
も
支
払
準

備
に
適
し
た
保
有
資
産
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
商
取
引
は
短

期
で
あ
っ
て
、
売
却
し
や
す
い
担
保
さ
え
と
れ
ば
競
売
で
容
易
に
回
収
で
き
る
は

ず
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
近
代
的
倉
庫
業
と
倉
庫
証
券
の
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流
通
を
欠
き
、
抵
当
権
の
法
的
保
護
も
弱
い
環
境
下
に
あ
っ
て
は
、
銀
行
が
商
品
抵
当
貸
付
を
拡
大
し
て
い
く
に
は
、
倉
庫
網
を
自
ら
の
手
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

構
築
し
て
い
く
ほ
か
方
法
は
な
い
。

　
か
く
し
て
一
九
三
〇
年
代
、
銀
行
は
支
店
網
と
倉
庫
網
を
展
開
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
通
じ
、
商
工
業
者
へ
の
動
産
信
用
供
与
に
の
り
だ
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
銀
行
の
こ
う
し
た
軌
道
修
正
は
、
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
展
開
と
と
も
に
一
躍
試
練
の
場
に
た
た
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

①
佐
々
波
（
城
山
）
智
子
「
戦
前
期
、
上
海
租
界
地
区
に
於
け
る
不
動
産
取
引
と

　
都
市
発
展
」
『
社
会
経
済
史
学
期
第
六
二
巻
第
六
号
、
一
九
九
七
年
、
～
九
頁
。

②
許
達
生
門
中
国
金
融
恐
慌
之
開
展
」
『
東
方
雑
誌
幅
第
三
二
巻
第
五
号
、
　
九

　
～
二
五
年
、
六
頁
。
林
下
英
『
支
那
幣
制
改
革
の
批
判
㎞
東
京
銀
行
集
会
所
、
一
九

　
三
七
年
、
八
二
頁
。
原
書
は
、
≦
k
・
U
旦
．
．
§
馬
さ
母
さ
、
ミ
§
冤
留
縣
§
田
ミ

　
O
ミ
謹
㌧
出
説
議
§
ミ
腎
鷺
蕗
鳶
ミ
馬
馬
§
．
、
ω
げ
磐
α
q
訂
一
一
〇
〇
。
◎

③
徳
永
清
行
『
支
那
中
央
銀
行
論
1
そ
の
歴
史
的
展
開
と
基
本
課
題
の
研
究

　
1
』
有
斐
闇
、
｝
九
四
二
年
、
二
二
〇
買
。
中
国
銀
行
と
銭
荘
の
問
で
は
、
上

　
海
租
界
の
道
契
に
よ
る
試
用
契
約
が
可
能
で
あ
っ
た
。

④
林
維
英
前
掲
轡
、
三
ニ
ー
三
九
頁
、
八
三
頁
。
事
変
前
に
比
べ
価
格
は
二
⊥
二

　
割
下
落
し
て
い
た
。
中
国
銀
行
総
行
・
中
国
第
二
歴
史
棺
案
雨
垂
㎎
中
国
銀
行
行

　
史
資
料
蔓
立
　
上
編
㎏
棺
案
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
〇
七
三
頁
。

⑤
林
維
英
前
掲
書
、
六
六
…
六
七
頁
。

⑥
『
民
国
二
十
三
年
度
中
国
重
要
銀
行
営
業
概
況
研
究
隔
中
国
銀
行
総
管
理
処
、

　
～
九
三
五
年
、
一
頁
。

⑦
＝
二
年
、
公
債
・
株
式
・
不
動
産
等
の
抵
当
貸
付
は
制
限
さ
れ
、
本
店
の
許
可

　
が
必
要
に
な
っ
た
。
中
国
人
民
銀
行
上
海
市
即
行
金
融
研
究
所
編
『
上
海
商
業
儲

　
蓄
銀
行
史
料
臨
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
三
六
二
頁
。

⑧
噸
行
史
資
料
』
、
二
一
七
〇
頁
。
上
海
商
業
儲
蓄
銀
行
編
哩
陳
光
甫
先
生
雷
論

　
集
勧
　
一
九
四
九
年
、
一
二
｝
頁
。
主
対
象
は
棉
花
・
綿
糸
・
製
粉
・
茶
・
生
糸
商

　
で
あ
る
。
「
銀
行
界
注
意
農
村
救
済
扁
『
申
報
』
～
九
三
四
年
五
月
一
九
日
。

⑨
「
中
国
銀
行
二
士
　
年
度
営
業
報
告
」
「
中
国
銀
行
二
十
三
年
度
営
業
報
告
」

　
前
掲
㎎
行
史
資
料
馳
、
二
一
〇
四
頁
、
一
一
一
六
九
－
七
〇
頁
。
「
交
通
銀
行
二
十
二

　
年
忌
営
業
報
告
」
「
交
通
銀
行
二
十
三
年
扮
営
業
報
告
扁
民
国
二
十
四
年
度
『
全

　
国
銀
行
年
鑑
』
1
九
八
、
一
〇
三
1
　
〇
六
買
。

⑩
呉
承
禧
『
南
国
的
銀
行
瞼
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
、
四
六
頁
。

⑪
　
中
国
・
交
通
と
も
三
三
年
か
ら
三
四
年
に
か
け
、
短
期
貸
付
の
比
率
を
流
動
性

　
の
観
点
か
ら
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
銀
行
行
実
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
銀

　
行
行
史
（
一
九
一
二
一
　
九
四
九
）
協
中
国
金
融
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
二
五

　
一
－
二
五
四
頁
、
な
ら
び
に
前
掲
「
交
親
銀
行
二
十
二
年
扮
営
業
報
告
」
を
参
照
。

⑫
陳
光
甫
「
戦
後
銀
行
界
之
新
使
命
」
『
銀
行
週
報
睡
第
一
六
巻
第
＝
二
期
、
一

　
九
三
二
年
。

⑬
「
上
海
銀
行
棺
案
”
第
一
二
次
行
務
会
議
陳
光
甫
連
管
三
九
三
五
年
六
月
一
九

　
日
」
唖
上
海
銀
行
史
料
』
四
二
｝
頁
。

⑭
中
国
・
交
通
銀
行
は
、
抵
当
権
の
法
的
保
障
が
弱
い
と
し
て
、
刑
法
改
正
時
、

　
継
竿
に
お
け
る
貸
付
を
や
め
、
自
行
倉
庫
で
の
拡
充
を
支
店
に
通
達
し
た
。
「
蕪

　
湖
米
市
危
殆
」
咽
誤
報
㎞
一
九
三
五
年
八
月
二
五
目
。
な
お
倉
庫
網
展
開
と
意
味

　
に
つ
い
て
は
拙
稿
門
恐
慌
期
中
国
に
お
け
る
信
用
構
造
の
再
編
一
～
九
三
〇
年
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代
華
北
の
お
け
る
棉
花
流
通
・
金
融
を
中
心
に
一
」
門
社
会
経
済
史
学
撫
第
六

七
巻
第
書
写
、
一
一
〇
〇
一
年
を
参
照
。
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2

上
海
貨
幣
市
場
の
逼
迫
と
動
産
信
用
の
展
開

　
～
九
三
四
年
六
月
、
ア
メ
リ
カ
で
の
銀
購
買
法
の
成
立
は
、
銀
価
格
に
巨
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ン
フ
レ
政
策
を
も
と
め
る

農
業
勢
力
と
鉱
業
資
本
の
連
携
に
よ
り
成
立
し
た
同
法
は
、
金
属
準
備
に
し
め
る
割
合
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
ま
で
、
市
場
か
ら
銀
を
買

い
あ
げ
る
こ
と
を
財
務
省
に
義
務
づ
け
て
い
た
。
銀
政
策
の
本
格
的
な
発
動
は
、
世
界
最
大
の
銀
貨
使
用
国
中
国
に
と
っ
て
、
為
替
レ
ー
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

大
幅
な
上
昇
を
よ
ぶ
と
と
も
に
、
外
資
の
ひ
き
あ
げ
と
銀
の
大
量
の
国
外
流
出
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
海
金
融
市
場
の
状
況
に
つ
い
て
、
第
3
表
を
み
て
お
こ
う
。
銀
流
出
入
と
保
有
量
の
推
移
か
ら
は
、
一
九
三
四
年
六
月
～
＝
月
に
か
け

て
の
外
銀
保
有
量
の
激
減
と
国
外
流
出
、
な
ら
び
に
三
四
年
～
○
月
～
翌
年
～
月
に
か
け
て
の
内
地
流
出
と
い
う
、
二
つ
の
き
わ
だ
っ
た
現
象

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ま
で
の
銀
の
流
れ
が
一
転
、
上
海
か
ら
の
莫
大
な
銀
流
出
は
、
市
中
に
お
け
る
銀
出
回
り
量
の
急
激
な

減
少
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
つ
ぎ
に
貨
幣
市
場
に
お
け
る
各
種
金
利
動
向
を
確
認
し
よ
う
。
洋
折
と
は
、
銭
荘
な
ど
が
発
行
す
る
匪
劃
手
形
の
交

換
所
＆
コ
ー
ル
市
場
、
話
芸
総
会
に
お
い
て
き
め
ら
れ
る
、
日
歩
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
短
期
借
入
金
利
の
こ
と
で
あ
る
。
劃
頭
と
は
、
「
埋
樋
加

水
」
と
も
よ
ば
れ
る
、
細
塵
手
形
の
満
期
日
現
金
化
に
必
要
な
一
日
分
の
割
引
率
の
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
匪
劃
手
形
は
、
満
期
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

払
と
い
う
慣
行
を
も
ち
、
内
外
各
銀
行
の
手
形
（
劃
頭
手
形
）
と
相
殺
で
き
な
か
っ
た
。
銀
行
が
交
換
所
に
だ
す
取
立
手
形
で
さ
え
、
匪
劃
手

形
は
約
半
分
を
し
め
て
い
た
。
割
引
料
～
日
分
を
は
ら
っ
て
で
も
、
手
形
を
現
金
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
あ
ら
わ
す
こ
の
指
標
は
、
現
金
需

要
の
格
好
の
も
の
さ
し
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
～
九
三
四
年
上
半
期
、
上
海
貨
幣
市
場
は
、
茶
・
生
糸
取
引
の
不
振
か
ら
、
内
規
の
最
低
利
息
の
五
分
す
ら
下
ま
わ
る
緩
慢
ぶ
り
を
し
め
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
八
月
に
入
る
と
、
旱
害
に
よ
る
米
価
高
騰
と
中
秋
節
に
む
け
た
商
品
取
引
の
活
発
化
と
か
ら
め
て
、
洋
折
・
心
頭
の
上
昇

が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
八
月
も
中
下
旬
に
な
る
と
、
金
利
上
昇
が
銀
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
誰
の
目
に
も
あ
き
ら
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第3表　上海金融市場各種統計（単位　1000元）

上海銀流入量 上海銀流出量 銀行保膚銀残高 洋　折 鋼　頭
内地i国外　　　　　：

内地個外 犠系i姻系 平均
最高i最低　　　　：

鵬i最低

34年1月
ユ784i　177　　　　：

150i・422 284557i　275520 0．05
0．ogiO．02　　　　：

0．05i一

2月 2222i1224 　　：一iユ792 285488i　268296 0．01 o．02i一 0．03i一

3月
207gi

一i104ユ1 33743gi　252028 0．02 0．05i一
0．03i　一　　　　唱

4月 1184gi　一
1804i　一　　　　印

344226i　249797 0．04
0．06iO．02　　　　「

0．03i一

5月 577gi　一 一i2ユ95 336884i　257172 0．07 0．ogiO。03 o．05i一

6月 372gi一 一｝12610 337632i　245266 0．07 0．ogiO．04
0。04i－　　　　P

7月 4737i一 200i23593 330598i　232205 0．05 0。06iO．05 0．05i一　　　　昏

8月 3561i　一
1000i67989　　　　脚

309552i　183067 0．09 0．15iO，07 0．12i一

9月 1908i　一
2050i42025　　　　印 309972i141322　　　　　　P

0．12 0．16iO，06 0．ogi一

10月 358ユ：　　一
5800i35166 309395i　101496 0．07 0．14iO。05

0．16i一　　　　幽

1ユ月 280i　一 270goi9570 299926i　62713 0．ユ9 0．40iO．10
0．42i　一　　　　，

12月
　　　…182i　　一 24400i3750 280325i　54672　　　　　　脚

0．33
0．60iO．20　　　　脚

0。66i＿　　　　，

35年1月
576i2550　　　P

6560i一 294933i　40097 0．22 0．55iO．08 0．60i一

2月 崔92i　270 1800i一 289657i　44043 0．08 0．11iO．02 o．15i一

3月 2ユ65；660 1400i一
　　　　　　…275571i　48628

0．08 0．10iO．06 o．04i＿

4月 247ユi4160 1700i　一
282577i　5嵯093　　　　　　1

0．10
0．20iO．06　　　　1 0．45i　一　　　　脚

5月 2678i　一 325・i849 29・165i　5・778
0．13

0．20iO．10　　　　1

0．38i一　　　　印

6月
566i　一　　　印 295・i一 29595gi　44914 0．ユ9

・．22i・ユ8 ・．7・iO，25

7月
＿i　＿　　し

42・oi一 3…65i　38648 0．20
・。22iO．ユ8 0．60i一

8月 2552i一 1750i　一 2883ggi　40184 0．18
・．2・i・．16

0．04i一

9月 一i660
1450i　一　　　　印 293351i　42662　　　　　　P

0．14
0．16iO，13　　　　，

＿1＿　　唱

10月 ＿i　　＿ 1800i　～
29352gi　40884　　　　　　，

0．14
0．・7iO。13 0．70i一

ll月
50i　一　　印 450i一 2456・7i　4ユ198 0．15

0．20iO．ユ2 0．70i一

　注’二折・山頭は山元あたりの日歩（単位：元）

出所．『社会経済月報』所載「上海現銀目動按月分析表」「上海中外各銀行銀存統計表」中国人

　　　民望町上海市分行事ぎ上海銭荘史料』上海人民出版社，1960年，638－641頁，「商業新開

　　　金融達『二物』。なお35年6月以降の上海銀移出入は『中打月刊』所載「上海現銀移出入

　　　数目二二統言十表」　より作成。
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③

か
に
な
っ
て
き
た
。
九
月
に
な
る
と
、
貨
幣
市
場
は
異
様
な
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
商
品
が
市
場
に
で
ま
わ
る
一
方
、
銀
輸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
よ
っ
て
二
年
来
み
な
い
銀
元
需
要
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
華
北
で
も
、
農
産
物
集
荷
時
期
に
と
も
な
い
、
平
心
・
平
緩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

沿
線
な
ど
内
地
に
む
け
て
、
各
銀
行
は
買
い
つ
け
資
金
で
あ
る
銀
を
運
び
だ
し
は
じ
め
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、

　
　
河
南
省
西
部
の
気
風
は
閉
塞
し
、
農
民
は
旧
習
に
囚
わ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
物
産
の
受
払
に
、
お
お
む
ね
現
金
を
求
め
る
の
で
、
棉
花
商
や
穀
物
商
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
現
金
で
な
け
れ
ば
取
引
を
お
こ
な
わ
な
い
。

と
あ
る
よ
う
に
、
内
地
の
商
取
引
に
は
銀
貨
が
も
と
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
銀
行
信
用
と
い
え
ど
も
内
地
へ
の
銀
移
転
を

必
要
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
だ
が
金
融
逼
迫
時
、
従
来
道
契
・
商
品
を
抵
当
に
し
て
遊
休
資
金
を
銀
行
・
銭
荘
に
供
与
し
て
い
た
外
銀
は
、
保

有
銀
の
減
少
に
よ
り
、
苛
酷
な
条
件
で
も
な
い
か
ぎ
り
抵
当
融
資
に
す
ら
応
じ
ず
、
不
動
産
抵
当
貸
付
す
ら
拒
絶
す
る
姿
勢
を
う
ち
だ
し
て
い

た
。
道
契
は
、
不
動
産
取
引
が
ほ
ぼ
途
絶
え
る
な
か
、
貨
幣
調
達
の
手
段
に
な
ら
な
か
っ
た
。
上
海
金
融
界
は
深
刻
な
流
動
性
不
足
に
お
ち
い

　
　
　
　
　
⑦

つ
た
の
で
あ
る
。
九
月
末
、
上
海
貨
幣
市
場
は
、
銀
準
備
が
空
虚
と
ま
で
い
わ
れ
る
水
準
に
な
り
、
わ
ず
か
で
も
銀
を
必
要
と
す
る
事
態
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

れ
ば
一
気
に
緊
迫
化
す
る
、
き
わ
め
て
危
険
な
状
態
に
お
い
こ
ま
れ
て
い
た
。

　
～
九
三
四
年
九
月
、
国
民
政
府
は
外
国
為
替
取
引
と
金
市
場
の
規
制
に
の
り
だ
し
、
匹
豊
銀
行
に
か
わ
り
中
央
銀
行
が
外
国
為
替
市
場
の
主

導
権
を
に
ぎ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
〇
月
、
財
政
部
は
銀
平
衡
税
の
導
入
、
お
よ
び
金
融
界
の
要
請
か
ら
中
央
・
中
国
・
交
通
三
行
に
外
歴
平

帯
委
員
会
を
結
成
さ
せ
、
銀
流
出
防
止
と
外
国
為
替
甫
場
の
統
制
を
は
か
っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
金
融
政
策
は
実
質
的
に
禁
輸
措
置
に
ほ
か

な
ら
な
か
っ
た
。
平
衡
税
導
入
は
、
為
替
レ
ー
ト
と
国
内
銀
価
を
お
し
さ
げ
て
、
内
外
銀
価
格
の
乖
離
を
う
み
、
逆
に
通
貨
不
安
を
あ
お
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
〇
月
以
降
、
銀
の
内
地
流
出
に
は
資
本
逃
避
と
銀
貨
退
蔵
が
さ
さ
や
か
れ
た
。
＝
月
、
内
地
を
経
由
し
て
の
密

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

輸
出
に
苦
慮
し
た
国
民
政
府
は
、
国
内
に
お
け
る
銀
輸
送
に
対
し
て
、
証
明
書
の
取
得
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
商
取
引
に
よ
る
銀
移
動
を
も
妨
害
す
る
措
置
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
一
〇
月
、
棉
花
や
雑
糧
が
本
格
的
に
市
場
に
で
ま
わ
る

よ
う
に
な
る
と
、
銀
需
要
は
ま
す
ま
す
巨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。
銀
行
は
、
一
〇
〇
〇
万
元
以
上
と
い
わ
れ
る
河
南
西
部
で
の
棉
花
取
引
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に
対
応
す
る
た
め
、
開
封
や
洛
陽
か
ら
多
額
の
銀
貨
を
は
こ
び
だ
し
た
。
河
南
西
部
や
陳
西
の
棉
産
地
に
は
、
一
〇
月
だ
け
で
約
四
〇
〇
万
元

の
銀
が
も
ち
こ
ま
れ
、
開
封
や
洛
陽
は
そ
の
た
め
異
様
な
金
融
緊
迫
下
に
お
か
れ
た
と
い
う
。
北
平
で
も
、
河
北
・
察
恰
爾
・
河
南
に
お
け
る

豊
作
と
金
融
機
関
の
破
綻
に
よ
る
信
用
収
縮
か
ら
、
近
年
ま
れ
に
み
る
金
融
逼
迫
に
お
い
こ
ま
れ
た
。
銀
行
は
、
華
北
で
の
数
年
来
な
い
と
さ

れ
る
銀
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
漢
ロ
・
上
海
か
ら
鄭
州
に
数
百
万
元
の
銀
貨
を
運
び
こ
ん
だ
が
、
そ
の
群
口
へ
む
け
一
二
〇
〇
万
元
の
銀
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

上
海
か
ら
運
び
だ
さ
れ
て
い
た
。
は
じ
め
こ
そ
内
地
へ
の
銀
流
出
は
、
銀
密
輸
や
地
方
政
府
の
起
債
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
も
は
や
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

二
月
に
な
る
と
、
内
地
に
お
け
る
農
産
物
金
融
に
起
因
す
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
か
か
る
状
況
下
で
は
、
銀
の
移
動
規
制
は
金

融
危
機
を
は
ら
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
沿
海
部
の
よ
う
な
銀
密
輸
出
に
さ
ら
さ
れ
な
か
っ
た
漢
口
で
さ
え
、
銀
の
欠
乏
に
よ
っ
て
紙
幣
が
暴
落
、

金
利
が
急
騰
し
、
紙
幣
の
銀
貨
へ
の
免
換
に
千
元
当
り
一
七
元
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て
い
た
。
河
北
省
や
済
南
・
鄭
州
と
い
っ
た
華
北
一
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

で
、
紙
幣
価
格
と
上
海
向
為
替
が
銀
貨
に
対
し
て
下
落
し
、
貨
幣
流
通
が
混
乱
に
お
ち
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
上
海
で
は
商
取
引
が
実
需
を
は
な
れ
活
性
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
4
表
と
第
5
表
を
み
て
み
よ
う
。
卸
売

物
価
は
、
通
貨
切
り
下
げ
観
測
に
よ
っ
て
、
不
作
の
米
や
製
粉
、
国
際
商
品
で
あ
る
落
花
生
や
棉
花
や
綿
糸
な
ど
を
中
心
に
、
思
惑
で
じ
り
じ

　
　
　
　
　
　
　
⑬

り
上
昇
し
て
い
っ
た
。
棉
花
に
い
た
っ
て
は
、
銀
行
信
用
に
よ
っ
て
価
格
が
高
騰
し
、
華
北
で
は
産
地
価
格
が
上
海
価
格
を
逆
転
す
る
現
象
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ら
お
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
銭
荘
は
、
年
初
か
ら
当
座
勘
定
の
顧
客
数
を
三
分
の
一
に
削
減
し
ひ
き
し
め
に
っ
と
め
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
三
四
年
末
か
ら
三
五
年
初
に
か
け
て
、
銭
荘
の
手
形
交
換
額
が
不
自
然
に
増
加
し
た
裏
に
は
、
こ
の
間
の
商
取
引
の
濃
厚
な
投
機
性
を
よ

み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
上
海
か
ら
内
外
に
銀
が
流
出
す
る
か
た
わ
ら
、
動
産
信
用
が
ふ
く
ら
ん
で
い
く
に
と
も
な
い
、
貨
幣
市
場
は
ま
す
ま
す
逼
迫
の
色
を
深
め
て

い
く
。
銀
行
の
総
決
算
日
、
新
暦
年
末
が
近
づ
く
に
し
た
が
い
、
商
工
業
界
は
銀
行
向
支
払
の
た
め
現
金
を
必
要
と
し
、
逆
に
商
取
引
そ
の
も

の
を
窒
息
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
は
天
津
の
商
況
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
商
環
境
を
簡
潔
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
天
津
市
場
は
、
近
日
に
わ
か
に
停
滞
状
況
が
あ
ら
わ
れ
、
物
価
も
ま
た
そ
ろ
っ
て
戻
し
て
値
下
が
り
し
て
い
る
。
お
も
う
に
、
年
の
瀬
に
あ
と
少
し
で
と
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　　　　　　　　　　　　第4表　上海卸売物価指数（1926年rT　leO）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

33年 ユ08．6 ユ07．6 106．7 工04．5 104．2 工04．5 103．4 101．7 ユ00．4 ユ00．3 99．4 98．4

34年 97．2 98．0 96．6 94．6 94．9 95．7 97．1 99．8 97．3 96．ユ 98．3 99．0

35年 99．4 99．9 96．4 95．9 95．0 92．1 90．5 91．9 91．ユ 94．1 103．3 103．3

出所：『社会経済月報』所載「上海蓬善物価詣数表」

　　　　　　　　　第5表　銀行・銭荘の手形交換数（単位　1000元）

麗　劉　総　会 銀行　票鑑　交換所

1933年 1934年 ユ935年 1933年 1934年 1935年

工月 1，139，047 1，022，670 ユ，201，624 233，684 316，279

2月 916β20 742，467 494，106 214，006 226，818

3月 ユ，219，397 972，694 785，507 136，682 235，629 280，392

4月 953，981 1，137，283 813，273 132，265 236β83 292，335

5月 1，023，371 1，291，914 700，600 160，369 262，516 287，587

6月 1，073，342 L243，516 976，439 192，831
254929　　　，

277，933

7月 ユ，190，382 1，242，033 1，277，289 177，ユ90 263，714 265，990

8月 L187，245 ユ，424，222 1，356，489 197，729 302，298 288，440

9月 1，265，036 1，313，450 L409，682 179，374 269，684 292，726

10月 L316，227 1，4ユ0，946 1，502，166 224，092 304β50 367，008

11月 1，267，962 L383，412 L531，703 230，404 307，323 420，811

12月 1，228，548 1，376，176 1，529，886 224，324 336，601 399，505

　注：銭荘の交換数は会員各荘の手形受入数（公算発行数）の総計

出所：『社会経済月報毒所蔵「k海銀山業票擦交換按月統計表」

こ
こ
か
ら
は
、
商
取
引
自
体
が
金
融
不
安

を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
商
取
引
を
縮
小
さ

せ
る
ス
パ
イ
ラ
ル
の
構
図
を
み
て
と
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
新
規
商
取
引
が
滞
っ
て

殉643

う
。
こ
の
よ
う
に
金
融
が
非
常
に
緊
張
し
、

外
国
為
替
が
動
揺
し
て
安
定
し
な
い
時
期

に
あ
っ
て
は
、
み
な
大
壷
な
商
品
の
仕
入

を
願
わ
な
い
。
し
か
し
内
地
の
特
産
品
を

あ
つ
か
う
各
商
は
、
資
金
繰
り
の
た
め
に

は
、
価
格
を
引
き
下
げ
て
で
も
売
り
払
わ

な
い
訳
に
は
い
か
ず
、
こ
の
た
め
物
価
は

低
落
し
、
購
入
す
る
側
は
い
よ
い
よ
模
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

眺
め
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

ど
く
の
で
、
内
外
の
銀
行
と
輸
出
入
各
商

は
、
し
き
た
り
ど
お
り
帳
簿
締
め
を
お
こ

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
く
わ
え
て
年
内

に
す
で
に
港
を
出
る
船
は
な
く
、
各
輸
出

商
が
保
有
す
る
在
庫
商
品
は
、
な
お
未
だ

に
積
出
が
終
わ
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ



し
ま
え
ば
、
商
人
は
商
品
在
庫
を
か
か
え
た
ま
ま
売
却
す
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
在
庫
金
融
の
返
済
を
せ
ま
ら
れ
て
も
、
立
往
生
す
る
ほ
か
は

な
い
。
上
海
銀
行
界
が
全
国
各
地
に
設
け
て
い
た
倉
庫
に
は
、
価
格
持
直
し
と
買
手
を
ま
つ
商
人
に
よ
り
寄
託
さ
れ
、
銀
行
が
抵
当
権
を
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
た
農
産
品
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
た
。

　
か
く
し
て
、
農
産
物
金
融
と
節
季
払
信
用
は
、
貸
金
が
回
収
で
き
ぬ
ま
ま
新
規
貸
付
の
み
行
な
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
金
融
…
機
関
の
支
払
準

備
を
直
撃
す
る
こ
と
に
な
る
。
発
券
銀
行
の
正
貨
準
備
率
は
低
下
し
た
。
信
用
力
の
低
い
金
融
機
関
は
、
抵
当
貸
付
を
や
り
く
り
し
て
資
金
繰

り
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
っ
た
え
ら
れ
捻
。
資
本
市
場
は
貨
幣
吸
収
の
場
と
な
り
、
「
金
融
界
は
連
日
（
公
債
を
）
売
却
、
短
期
金
利
は
し
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

い
に
高
騰
し
、
わ
ず
か
に
小
口
投
資
家
の
利
鞘
稼
ぎ
に
た
よ
っ
て
維
持
さ
れ
下
落
し
な
い
で
い
る
」
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
政
府
首
脳
は
、
通

貨
不
安
を
う
ち
け
す
た
め
、
発
券
統
一
に
よ
る
銀
集
中
策
や
イ
ン
フ
レ
政
策
は
と
ら
ぬ
旨
の
声
明
を
だ
し
、
上
海
金
融
界
も
～
二
月
二
二
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

銀
二
〇
〇
〇
万
元
を
香
港
か
ら
運
ぶ
こ
と
を
決
定
す
る
。
し
か
し
貨
幣
市
場
に
は
、
当
座
に
応
じ
ら
れ
る
だ
け
の
銀
が
な
い
。
上
海
金
融
界
は

財
政
部
と
水
面
下
で
協
議
を
か
さ
ね
た
。
上
海
金
融
界
二
つ
の
支
払
準
備
共
同
プ
ー
ル
、
銀
行
業
同
業
公
会
聯
合
準
備
委
員
会
（
以
下
準
備
委

員
会
）
と
銭
業
聯
合
準
備
庫
（
以
下
意
業
準
備
庫
）
は
、
資
産
こ
そ
あ
わ
せ
れ
ば
一
億
元
も
あ
っ
た
も
の
の
、
市
場
側
の
銀
需
要
に
は
と
て
も
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
小
銀
行
と
銭
荘
は
、
貨
幣
市
場
に
殺
到
し
、
匪
劃
手
形
の
現
金
化
な
ど
で
資
金
需
要
に
対
応
し

よ
う
と
し
た
。
洋
折
と
劃
頭
は
日
歩
三
～
四
角
に
は
り
つ
い
た
ま
ま
さ
が
る
気
配
を
み
せ
ず
、
馬
頭
は
上
海
事
変
以
来
の
六
角
六
分
（
年
利
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

四
％
）
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
は
や
そ
の
尻
は
、
中
央
銀
行
や
、
中
国
・
交
通
と
い
っ
た
半
国
営
の
発
券
銀
行
に
も
ち
こ
ま
ざ
る
を
え
な

い
。

　
一
九
三
四
年
一
二
月
二
六
日
過
、
上
海
市
銭
業
同
業
公
会
（
以
下
銭
業
公
会
）
主
席
秦
潤
卿
は
、
中
央
銀
行
副
総
裁
昼
行
、
中
国
銀
行
総
経

理
張
公
権
、
交
逓
銀
行
総
経
理
華
寿
罠
ら
と
折
衝
を
か
さ
ね
た
す
え
、
銭
荘
へ
の
折
放
（
以
下
短
期
貸
付
）
を
と
り
つ
け
た
。
二
七
日
、
上
海

市
銀
行
業
同
業
公
会
（
以
下
銀
行
公
会
）
主
席
兼
上
海
銀
行
総
経
理
陳
輝
徳
と
秦
潤
卿
は
、
ひ
き
つ
づ
き
中
央
銀
行
業
務
局
や
張
公
権
・
唐
寿

民
ら
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
三
行
か
ら
銀
行
・
銭
荘
へ
の
特
融
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
即
日
実
施
に
移
さ
れ
た
そ
の
内
容
は
、
年
明
け
の
金
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融
緩
慢
時
に
返
却
を
条
件
に
、
～
行
あ
た
り
一
〇
万
元
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
、
三
行
が
そ
れ
ぞ
れ
の
支
払
準
備
共
同
プ
ー
ル
を
経
由

し
て
不
動
産
と
有
価
証
券
（
公
債
・
株
式
等
）
を
抵
当
に
貨
幣
を
貸
与
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
日
に
か
け
て
、
応
募
申
請
し
た
銀

行
・
銭
荘
数
と
そ
の
金
額
は
、
五
〇
～
六
〇
行
、
六
二
〇
～
三
〇
万
元
に
の
ぼ
り
、
貸
与
額
は
四
〇
七
六
五
〇
〇
〇
元
に
お
よ
ん
だ
。
さ
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
金
融
逼
迫
も
緩
和
へ
と
む
か
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
を
な
が
め
る
な
ら
ば
、
銀
の
国
外
流
出
に
よ
る
信
用
収
縮
と
物
価
下
落
の
相
互
連
関
的
な
進
行
、
と
上
海
金
融
恐
慌
に
い
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

過
程
を
整
理
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
適
切
と
は
い
え
ま
い
。
銀
行
界
は
、
不
動
産
・
公
債
中
心
の
経
営
か
ら
脱
す
べ
く
、
不
況
下
に
も
支
店
網

と
倉
庫
網
の
全
国
的
な
展
開
を
と
お
し
、
流
動
性
が
高
い
と
さ
れ
た
動
産
信
用
を
さ
か
ん
に
供
与
し
て
い
た
。
あ
ふ
れ
か
え
る
抵
当
品
を
前
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

銀
行
界
で
さ
え
「
将
来
倉
庫
の
貨
物
が
売
却
さ
れ
た
際
、
か
え
っ
て
市
場
価
格
を
下
落
さ
せ
て
倉
庫
の
趣
旨
と
反
す
る
」
こ
と
を
危
惧
す
る
ほ

ど
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
上
海
金
融
界
は
、
自
主
的
に
支
払
準
備
共
同
プ
ー
ル
を
組
織
し
て
い
た
も
の
の
、
信
用
機
構
と
し
て
統
合
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
中
央
銀
行
は
、
歴
史
の
浅
さ
、
資
力
不
足
、
独
占
的
発
行
権
な
ど
の
特
権
の
未
享
受
、
財
政
へ
の
金
融
市
場
側
の
不
信
任
な
ど
が
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ら
ん
で
金
融
市
場
に
手
が
か
り
が
な
く
、
そ
れ
ま
で
調
整
の
担
い
手
に
な
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ふ
く
ら
ん
で
ゆ
く
動
産
信
用
は
、
貨
幣
の

追
加
的
供
給
な
く
し
て
支
え
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
銀
の
流
出
で
そ
の
根
幹
が
ほ
り
く
ず
さ
れ
て
し
ま
い
、
金
利
の
急
騰
で
逆
に
商
工

業
を
窒
息
せ
し
め
た
こ
と
、
こ
こ
に
問
題
の
核
心
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
銀
流
出
・
動
産
信
用
・
節
季
払
は
、
三
者
あ
い
ま
っ
て
銀
行
・
銭

荘
に
は
げ
し
い
金
詰
り
を
ひ
き
お
こ
さ
せ
、
金
融
市
場
の
外
に
い
た
財
政
部
・
中
央
銀
行
に
支
援
を
要
請
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
央
銀
行

は
、
準
備
委
員
会
と
銭
業
準
備
庫
を
と
お
し
、
ひ
と
ま
ず
道
契
・
公
債
を
対
象
に
再
抵
当
貸
付
の
ル
ー
ト
を
ひ
ら
き
、
長
期
性
資
産
の
流
動
化

に
ふ
み
き
る
こ
と
で
、
「
最
後
の
貸
手
」
へ
む
け
～
歩
ふ
み
だ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
上
海
金
融
界
は
、
貨
幣
市
場
が
動
揺
す
る
な

か
で
、
不
動
産
と
お
な
じ
よ
う
に
流
動
性
を
う
し
な
っ
た
動
産
を
か
か
え
途
方
に
く
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
流
動
性
を
失
っ
た
資
産
を
い
っ
た
い

ど
う
ず
れ
ば
よ
い
の
か
。
つ
ぎ
に
、
上
海
各
界
に
よ
っ
て
、
金
融
恐
慌
の
激
化
と
と
も
に
提
唱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
あ
ら
た
な
信
用
シ
ス
テ

ム
構
想
と
も
か
か
わ
る
こ
の
間
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
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①
斉
藤
叫
「
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
展
開
と
中
国
」
野
沢
豊
前
掲
親
書
、
一
九
八
一

　
年
、
　
一
一
二
⊥
ハ
…
～
四
五
頁
。

②
小
島
昌
太
郎
㎎
支
那
に
於
け
る
特
殊
通
貨
の
研
究
一
匪
劃
制
度
の
研
究

　
－
睡
千
倉
書
房
、
～
九
四
～
年
、
八
六
頁
。

③
「
商
業
新
聞
金
融
」
『
申
報
』
一
九
三
四
年
三
旦
＝
百
、
四
月
一
八
ヨ
、

　
八
月
四
日
、
一
〇
日
、
一
八
日
、
二
六
日
。

④
「
商
業
新
聞
金
融
」
同
前
一
九
三
四
年
九
月
四
日
、
七
日
、
一
八
日
、
二
〇

　
日
。

⑤
「
各
地
金
融
市
況
北
平
三
四
年
九
月
扮
」
『
中
央
銀
行
月
報
』
第
四
巻
第

　
一
〇
号
、
一
九
三
四
年
。

⑥
惟
豫
西
風
気
閉
塞
、
農
民
慨
於
旧
習
、
挙
凡
物
価
収
授
、
概
評
現
幣
、
故
棉
商

　
根
客
畳
非
現
不
弁
。
（
「
各
地
金
融
市
況
　
洛
陽
　
三
四
年
九
月
扮
」
同
前
第
四
巻

　
第
一
〇
号
、
一
九
三
四
年
）
。

⑦
林
維
英
前
掲
書
、
七
五
頁
。
「
商
業
新
聞
金
融
」
魍
誤
報
』
一
九
三
四
年
九
月

　
二
〇
日
、
二
一
B
。
「
救
済
上
海
市
面
声
中
山
業
之
重
要
会
議
」
『
大
公
報
隔
一
九

　
三
五
年
三
月
一
七
日
。
不
動
産
は
七
掛
で
す
ら
借
り
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
上
海
房

　
地
産
投
機
事
業
団
趨
没
落
」
同
前
一
九
三
五
年
一
月
三
〇
日
。

⑧
「
商
業
薪
聞
金
融
」
『
申
粗
品
一
九
三
四
年
九
月
二
七
日
。

⑨
「
防
止
運
銀
出
口
国
内
運
銀
須
懲
護
照
」
同
前
～
九
三
四
年
＝
月
二
四
日
。

　
讐
国
際
睡
党
薪
標
準
中
央
銀
行
正
式
掛
牌
」
門
外
筐
平
市
会
成
立
」
噸
銀
行
週
報
』

　
第
一
八
巻
第
三
六
期
、
第
～
八
巻
第
四
一
期
、
一
九
三
四
年
。
吉
田
政
治
「
支
那

　
の
通
貨
不
安
と
金
融
機
構
の
改
造
問
題
に
つ
い
て
」
『
支
那
』
第
一
エ
ハ
巻
第
六
号
、

　
一
九
三
五
年
。

⑩
　
　
「
各
地
金
融
市
況
　
開
封
　
三
四
年
一
〇
月
傍
」
「
同
洛
陽
」
「
駿
州
」
「
北
平
」

　
『
中
央
銀
行
月
報
』
第
三
巻
第
＝
号
、
一
九
三
四
年
。
「
各
地
金
融
市
況
　
鄭

　
州
　
三
四
年
一
～
月
扮
」
同
前
第
三
巻
線
＝
蒼
写
、
一
九
三
四
年
。
「
金
融
市
況

　
㈲
上
海
現
銀
移
働
蒲
慨
況
」
　
㎎
中
出
月
判
判
』
第
九
巻
第
よ
ハ
期
、
　
一
九
一
二
四
年
一
一
｝
日
月
。

⑪
「
濾
市
銀
根
奇
緊
」
欄
銭
業
月
報
』
第
一
四
巻
第
～
二
号
、
～
九
三
四
年
。
「
各

　
地
金
融
市
況
　
上
海
　
三
四
年
一
一
月
扮
」
「
同
＝
万
扮
」
㎎
中
央
銀
行
月
報
』

　
第
三
巻
～
二
号
、
～
九
三
四
年
、
同
前
第
四
巻
一
号
、
一
九
三
五
年
。

⑫
「
黒
田
現
量
流
出
金
融
大
恐
慌
」
『
大
公
報
睡
　
九
三
四
年
＝
～
月
四
日
、
「
各

　
地
簡
聞
　
那
台
」
同
前
一
九
三
四
年
＝
一
月
二
日
、
門
各
地
簡
聞
　
躯
郷
」
同
前

　
～
九
三
四
年
一
二
月
七
日
、
「
各
地
金
融
市
況
　
済
南
　
三
四
年
一
一
一
月
扮
」
『
中

　
央
銀
行
月
報
㎞
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
三
五
年
。
「
漢
商
会
電
財
部
力
争
現
金
運

　
漢
」
㎎
裁
判
』
　
｝
九
三
四
年
～
～
月
三
〇
日
。

⑬
「
二
十
三
年
扮
我
国
重
要
商
品
之
回
顧
」
『
中
行
月
刊
㎞
第
一
〇
巻
丁
二
期
、

　
一
九
三
五
年
一
月
。

⑭
蒋
適
先
「
視
察
棉
薩
途
次
報
告
ω
縣
欄
紡
織
時
報
』
第
～
＝
二
五
号
、
一
九

　
三
四
年
一
一
月
一
二
日
。
「
花
貴
紗
賎
輿
投
機
費
買
扁
『
紡
織
周
刊
輪
第
五
巻
第
三

　
号
、
一
九
三
五
年
。
思
惑
で
騰
貴
す
る
反
囲
、
逆
に
コ
月
以
降
の
取
引
所
の
受

　
渡
額
は
急
減
し
た
。
「
紗
花
二
十
三
年
度
棉
市
総
腰
越
」
『
申
報
酬
一
九
三
五
年
二

　
三
七
日
参
照
。

⑮
門
金
融
界
談
上
海
商
業
危
機
」
同
前
一
九
三
四
年
三
月
一
七
日
。

⑯
津
埠
市
場
、
近
日
忽
呈
停
滞
、
物
価
亦
軽
率
回
田
。
蓋
以
年
筆
筒
屈
、
中
外
銀

　
行
百
里
進
出
高
峯
、
例
須
繍
帳
、
兼
以
年
内
已
無
闇
口
端
隻
、
各
出
口
商
行
原
有

　
存
貨
、
尚
未
装
華
墨
竣
。
処
此
銀
根
堅
緊
、
外
匿
揺
不
定
之
際
、
勝
闘
願
大
宗
進

　
貨
、
但
経
営
内
地
土
産
之
各
商
、
則
為
週
転
金
融
起
見
、
不
能
不
等
価
脱
魯
、
惟

　
此
物
価
低
落
、
進
戸
愈
呈
観
望
。
（
年
関
墨
跡
「
津
市
各
業
瀟
索
扁
『
大
公
報
瞼
一

　
九
三
四
年
＝
一
月
一
七
日
）

⑰
「
総
結
賑
転
瞬
将
届
画
業
暫
停
一
切
放
款
」
『
国
師
』
一
九
三
五
年
一
月
瓢
二

　
日
。

⑱
一
般
信
用
三
聖
之
同
業
…
面
持
押
款
以
為
周
転
。
（
「
商
業
新
聞
金
融
扁
同
前
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一
九
三
四
年
｝
二
月
二
日
）

⑲
金
融
界
逐
日
売
出
、
洋
折
逐
漸
増
高
、
差
響
黒
戸
套
利
、
得
以
維
持
不
墜
。

　
（
「
商
業
新
聞
　
証
券
」
同
前
～
九
三
四
年
一
二
月
三
一
日
）

⑳
　
　
「
孔
財
長
昨
鄭
重
表
示
通
貨
膨
張
絶
対
不
確
」
同
前
一
九
三
四
年
一
二
月
｝
九

　
日
、
「
涯
発
表
談
話
」
㎎
大
公
報
徳
　
一
九
三
四
年
一
一
一
月
二
二
日
、
「
現
銀
二
千
萬

　
即
日
由
香
港
運
濾
」
問
前
一
九
三
四
年
｝
二
月
二
三
日
。

⑳
　
準
備
委
員
会
資
産
の
八
割
が
不
動
産
で
、
三
四
年
に
会
員
銀
行
は
、
総
額
で
わ

　
ず
か
二
七
〇
万
元
し
か
準
備
委
員
会
か
ら
借
入
を
し
な
か
っ
た
。
「
銀
行
聯
合
準

　
備
会
委
員
銀
行
代
表
大
会
記
」
『
申
報
輪
一
九
三
五
年
三
月
八
日
。

⑳
　
程
紹
徳
「
近
数
年
来
上
海
金
融
之
恐
慌
及
其
建
設
扁
噸
中
央
銀
行
月
報
臨
第
五

　
巻
第
｝
ロ
万
、
　
【
九
＝
エ
ハ
年
。

⑬
　
　
「
銭
業
界
領
袖
秦
潤
卿
昨
向
銀
団
接
沿
」
魍
日
報
㎞
一
九
三
四
年
＝
一
月
二
七

　
日
、
「
申
交
三
銀
行
即
日
起
放
言
一
千
萬
元
」
同
前
一
九
三
四
年
一
二
月
二
八
日
、

　
「
中
央
等
三
銀
行
昨
日
開
始
出
漁
偏
同
前
一
九
三
四
年
一
二
月
二
九
日
。
呉
景
平

　
』
削
掲
編
薯
…
、
　
二
〇
〇
二
年
、
　
一
洞
見
｝
五
百
ハ
。

⑳
莫
浬
「
上
海
金
融
恐
慌
的
回
顧
與
鳶
謄
」
『
東
方
雑
誌
』
第
三
三
巻
第
二
二
号
、

　
一
九
三
六
年
、
三
九
頁
。
城
山
「
上
海
金
融
恐
慌
（
」
九
三
四
年
～
一
九
三
五

　
年
）
」
、
四
〇
頁
な
ど
。

⑳
　
前
掲
注
⑰
　
至
於
銀
行
方
響
、
深
恐
将
来
倉
庫
之
船
出
売
時
、
反
使
市
価
低
落
、

　
与
倉
庫
宗
旨
相
反
。

⑯
呉
前
掲
書
、
一
三
一
止
】
買
。
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「
中
央
銀
行
」
構
想
と
中
国
・
交
通
銀
行
の
改
組

　
一
九
三
四
年
下
半
期
、
銀
流
出
は
、
動
産
信
用
と
節
季
払
と
あ
い
ま
っ
て
、
信
用
創
造
の
根
幹
を
ゆ
る
が
し
て
金
利
を
急
騰
さ
せ
、
政
府
と

上
海
金
融
界
に
大
き
な
衝
撃
を
あ
た
え
た
。
年
が
あ
け
る
と
、
上
海
貨
幣
市
場
は
三
行
短
期
貸
付
と
外
匪
平
市
委
員
会
に
よ
る
銀
輸
入
で
ひ
と

ま
ず
平
穏
を
と
り
も
ど
し
た
。
洋
折
と
工
事
は
、
節
季
払
総
決
算
日
の
春
節
を
ひ
か
え
、
む
し
ろ
平
年
よ
り
ゆ
る
ん
だ
。
三
行
短
期
貸
付
は
大

部
分
が
返
済
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
情
は
ま
っ
た
く
逆
で
あ
っ
た
。
表
面
上
、
金
融
が
緩
和
し
た
の
は
、
各
銭
荘
が
短
期
貸
出
の
一
斉

回
収
に
は
し
り
、
あ
ら
た
に
貸
付
を
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
実
態
は
、
コ
ー
ル
に
応
じ
る
も
の
は
な
く
、
発
券
銀
行
で

さ
え
銀
準
備
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
た
。
星
虫
総
会
は
、
短
期
資
金
貸
借
の
場
と
し
て
の
機
能
を
停
止
し
、
コ
ー
ル
取
引
は
連
日
わ
ず
か
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

～
四
〇
万
元
の
水
準
に
ま
で
お
ち
こ
ん
で
い
た
。

　
一
九
三
五
年
二
月
二
日
、
三
行
は
、
銭
荘
へ
の
短
期
貸
付
実
施
を
ふ
た
た
び
決
定
す
る
。
銭
荘
で
申
請
し
た
も
の
は
四
〇
余
薫
、
一
荘
あ
た
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②

り
一
〇
万
元
か
ら
最
大
五
〇
万
元
に
お
よ
び
、
二
～
三
日
の
二
日
間
に
一
〇
〇
〇
万
元
近
い
短
期
貸
付
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
。
注
目
す
べ

き
は
、
銭
荘
か
ら
三
行
に
提
供
さ
れ
た
担
保
品
の
構
成
で
あ
る
。
あ
る
観
測
記
事
に
よ
れ
ば
、
担
保
の
四
割
が
不
動
産
で
、
残
り
は
商
品
現
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
倉
庫
証
券
で
あ
っ
た
と
い
う
。
第
5
表
の
手
形
交
換
額
の
激
し
い
お
ち
こ
み
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
春
節
後
、
銭
荘
は
自
衛
の
た
め
貸
出
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

縮
に
つ
と
め
て
い
た
。
外
銀
は
、
受
入
手
形
の
選
別
を
は
じ
め
、
銀
行
券
増
発
に
よ
り
銀
の
吸
収
を
は
か
っ
て
い
た
。
交
換
尻
負
の
銭
荘
は
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ず
か
な
金
額
で
も
現
銀
の
受
渡
で
決
済
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
は
や
銭
荘
の
資
金
繰
り
は
、
貨
幣
市
場
が
麻
痺
す
る
中
で
、
三

行
の
短
期
貸
付
に
依
存
す
る
、
き
わ
め
て
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
さ
し
つ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
二
月
一
八
日
、
銀
行
公
会
、
銭
業
公
会
、
上
海
市
商
会
、
上
海
市
地
方
協
会
の
四
団
体
の
代
表
が
あ
つ
ま
り
、
金
融
安
定
と
商
環
境
を
改
善

に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。
お
も
な
出
席
者
は
、
銀
行
界
か
ら
は
張
公
権
、
陳
輝
徳
、
中
圏
銀
行
董
事
長
兼
漸
江
実
業
銀
行
総
経
理
の

李
銘
、
興
業
公
会
か
ら
は
覆
車
卿
、
市
商
会
主
席
楡
佐
庭
、
地
方
協
会
会
長
黒
月
笙
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
主
導
権
を
握
っ
た
の
は
、
春
節

前
か
ら
救
済
策
を
模
索
し
て
い
た
地
方
協
会
で
あ
っ
た
。
地
方
協
会
は
、
一
時
的
な
解
決
策
と
し
て
、
中
央
銀
行
が
銀
行
・
銭
荘
の
み
な
ら
ず

ひ
ろ
く
商
工
業
者
へ
む
け
て
も
中
央
銀
行
信
用
を
ひ
ら
き
、
商
晶
・
不
動
産
を
抵
当
に
し
た
救
済
貸
付
を
お
こ
な
う
よ
う
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

二
月
二
二
日
、
四
団
体
の
代
表
六
人
は
、
孔
祥
煕
財
政
部
長
・
中
央
銀
行
総
裁
に
請
願
し
た
。
市
商
会
下
の
早
筆
業
団
体
も
広
く
こ
の
構
想
に

同
調
す
る
。
三
月
初
旬
、
上
海
各
界
は
中
国
工
商
業
救
済
協
会
を
つ
く
っ
て
、
市
商
会
と
地
方
協
会
と
と
も
に
、
①
信
用
貸
付
五
〇
〇
万
元
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

②
物
産
抵
当
貸
付
一
億
元
、
に
よ
る
商
工
業
救
済
貸
付
を
政
府
・
銀
行
界
に
も
と
め
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
市
商
会
・
地
方
協
会
は
、
商

工
業
救
済
策
と
し
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
要
請
を
ま
と
め
財
政
部
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
1
．
聖
業
が
振
り
出
す
手
形
で
銀
行
・
銭
荘
に
割
引
に
だ
さ
れ
た
も
の
は
、
も
し
確
実
な
保
証
が
あ
れ
ば
銀
行
・
銭
荘
は
割
引
を
あ
た
え
、

　
　
　
中
央
銀
行
も
ま
た
再
割
引
を
銀
行
・
銭
荘
に
あ
た
え
る
こ
と

　
2
．
道
契
と
土
地
営
業
証
を
中
央
銀
行
の
党
換
券
他
用
項
目
下
の
保
証
準
備
に
く
み
い
れ
る
こ
と

　
3
．
道
契
な
ら
び
に
土
地
営
業
証
を
貯
蓄
預
金
の
保
証
準
備
に
く
み
い
れ
る
こ
と
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4
．
銀
行
と
銭
荘
は
、
各
商
店
に
当
座
貸
越
預
金
通
帳
を
例
年
同
様
に
送
付
す
る
こ
と
。
た
だ
貸
越
限
度
額
に
つ
い
て
は
各
自
で
協
議
す
る

　
　
　
も
の
と
す
る

　
5
．
銀
行
と
銭
荘
が
、
中
央
・
中
国
・
嘉
言
の
三
行
に
対
し
、
商
品
・
不
動
産
で
抵
当
貸
付
あ
る
い
は
短
期
貸
付
を
要
請
し
た
な
ら
、
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
　
尽
く
し
て
接
受
す
べ
き
こ
と

こ
こ
に
は
、
政
府
と
金
融
界
へ
む
け
た
上
海
各
界
の
考
え
か
た
が
、
余
す
こ
と
な
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り
わ
け
注
目
す
べ

き
こ
と
は
、
中
央
銀
行
再
割
引
、
道
契
に
よ
る
中
央
銀
行
垂
領
用
、
そ
し
て
構
築
さ
れ
た
ば
か
り
の
商
品
・
不
動
産
の
再
抵
当
貸
付
、
と
い
う

三
つ
の
ル
ー
ト
を
と
お
し
て
、
「
中
央
銀
行
」
信
用
の
恩
沢
に
あ
ず
か
ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
三
月
上
旬
、
上
海
金
融
界
・
商
工
業
界
の
「
中
央
銀
行
」
像
に
も
か
か
わ
る
救
済
貸
付
要
講
に
、
孔
祥
煕
は
各
界
と
協
議
の
場
を
も
う
け
る

こ
と
に
な
る
。
た
だ
孔
祥
煕
は
、
商
品
抵
当
貸
付
こ
そ
前
む
き
の
姿
勢
を
み
せ
た
も
の
の
、
不
動
産
抵
当
貸
付
・
保
証
準
備
組
入
に
つ
い
て
は
、

慎
重
な
姿
勢
を
崩
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
金
額
が
巨
大
に
な
り
す
ぎ
る
こ
と
、
業
務
用
以
外
の
不
動
産
購
入
・
引
受
・
抵
当
貸
付
は
法
律
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
採
用
す
る
に
は
問
題
が
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。
不
動
産
業
界
は
、
三
月
中
旬
に
上
海
商
業
経

済
協
会
を
結
成
し
て
、
道
契
を
保
証
準
備
と
し
た
五
億
元
の
流
通
券
発
行
案
を
う
ち
だ
し
た
も
の
の
、
上
海
金
融
界
は
正
貨
準
備
を
か
ん
が
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ぬ
こ
の
構
想
に
冷
淡
な
姿
勢
を
し
め
し
た
。
た
し
か
に
、
第
1
章
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
問
題
の
ひ
と
つ
は
「
中
央
銀
行
」
の
資
力
不
足
に
あ

っ
た
。

　
一
九
三
五
年
三
月
二
〇
日
、
孔
祥
煕
に
よ
り
発
表
さ
れ
た
、
金
融
公
債
一
億
元
発
行
と
中
国
・
交
通
銀
行
の
改
組
声
明
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の

國
答
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
二
月
二
八
日
、
蒋
介
石
は
、
孔
祥
煕
、
全
国
経
済
委
員
会
常
務
委
員
百
子
文
、
財
政
部
顧
問
ヤ
ン
グ
ら
を
再
論
に

あ
つ
め
、
財
政
・
金
融
・
経
済
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
そ
の
席
上
、
孔
祥
煕
・
精
子
文
は
、
財
政
部
銭
幣
司
長
徐
堪
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た
改

組
に
つ
い
て
蒋
介
石
の
承
認
を
と
り
つ
け
、
行
政
上
長
江
精
衛
、
張
公
権
に
も
ふ
せ
て
お
し
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
四
月
、
財
政
部
は
、
中

国
・
交
通
両
銀
行
に
、
金
融
公
債
で
一
五
〇
〇
万
元
・
一
〇
〇
〇
万
元
の
資
本
注
入
を
お
こ
な
い
、
払
込
資
本
金
を
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
〇
〇
万
元
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と
二
〇
〇
〇
万
元
に
ひ
き
あ
げ
、
株
式
の
過
半
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
残
り
は
中
央
銀
行
か
ら
の
借
入
金
返
済
と
増
資
な
ど
に

ま
わ
さ
れ
、
宋
子
文
み
ず
か
ら
中
国
銀
行
盛
事
長
に
就
任
し
、
董
事
長
喜
銘
と
総
経
理
張
公
権
は
辞
職
し
た
。
国
民
政
府
は
、
発
券
業
務
と
預

金
銀
行
業
務
を
か
ね
そ
な
え
、
資
本
金
で
全
銀
行
の
四
割
、
預
金
・
貸
出
量
で
は
六
割
、
発
券
量
で
八
割
近
い
規
模
を
し
め
る
三
大
銀
行
を
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

全
に
掌
握
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
上
海
銀
行
界
に
激
震
が
走
っ
た
。
た
し
か
に
銀
行
界
に
と
っ
て
も
、
幣
制
統
～
と
「
中
央
銀
行
」
創
設
は
信
用
機
構
の
安
定
に
つ
な
が
る
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

願
で
あ
り
、
政
府
の
と
る
対
応
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
中
央
銀
行
へ
の
発
券
集
中
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
改
組
は

財
政
上
の
要
求
も
か
ら
ん
で
い
た
と
は
い
え
、
発
券
集
中
へ
の
流
れ
の
一
コ
マ
に
す
ぎ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
統
合
さ
れ
た
信

用
機
構
の
必
要
性
を
痛
感
し
つ
つ
も
、
発
券
業
務
と
預
金
銀
行
業
務
を
か
ね
る
巨
大
銀
行
の
出
現
に
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
た
の
は
、
上
海
銀
行

総
経
理
の
仁
心
徳
で
あ
っ
た
。
彼
は
い
う
。
今
「
銀
行
の
銀
行
」
が
も
と
め
ら
れ
て
お
り
、
中
国
銀
行
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
し
か
し
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

国
銀
行
は
競
争
上
優
位
に
あ
っ
て
各
商
業
銀
行
に
苦
痛
を
あ
た
え
て
い
る
、
と
。
金
城
銀
行
総
経
理
周
作
民
は
、
連
合
発
券
機
関
の
設
立
構
想

　
　
　
　
　
　
⑭

を
も
っ
て
い
た
が
、
裏
を
か
え
せ
ば
両
業
務
を
か
ね
る
銀
行
を
独
占
さ
せ
な
い
た
め
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
年
以
上
も
上
海
金
融
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
後
楯
と
な
っ
て
い
た
張
公
権
が
突
如
更
迭
さ
れ
た
ば
か
り
か
、
三
行
大
合
併
さ
え
さ
さ
や
か
れ
る
事
態
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
い
く
ら
改

組
は
、
商
工
業
救
済
に
む
け
た
資
力
不
足
解
消
を
目
的
と
し
て
い
た
と
は
い
え
、
政
府
が
「
統
制
」
主
義
に
転
換
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ず
、
三
行
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
民
間
銀
行
に
と
っ
て
経
営
上
の
脅
威
と
な
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
上
海
銀
行
界
は
、
生
き
の
こ
り
を
か
け

対
抗
策
を
あ
み
だ
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
と
は
い
え
、
中
国
・
交
通
銀
行
の
改
組
は
、
銭
荘
・
商
工
業
界
に
と
っ
て
福
音
と
な
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
銭
荘
は
、
長
期
信
用
貸
付

（
期
間
六
ヶ
月
）
の
更
新
を
四
月
末
に
ひ
か
え
、
商
工
業
界
か
ら
返
済
繰
延
を
請
願
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
い
く
ら
銭
業
公
会
か
ら
各
自

資
金
繰
り
の
範
囲
内
で
と
言
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
三
行
に
よ
る
救
済
貸
付
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
、
顧
客
と
の
関
係
上
、
銭
荘
自
ら
が
繰

延
に
応
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
四
月
中
旬
、
孔
祥
煕
は
、
待
望
さ
れ
て
い
た
救
済
貸
付
に
つ
い
て
、
三
行
な
ど
と
の
協
議
の
す
え
、
三
行
・
銀
行
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国民政府下中国における信用機構の再編（岡崎）

公
会
に
よ
る
信
用
貸
付
五
〇
〇
万
元
と
商
品
抵
当
貸
付
一
五
〇
〇
万
元
の
実
施
を
き
め
た
。
ま
た
三
行
は
、
春
節
時
と
お
な
じ
方
式
で
銭
荘
に

短
期
貸
付
を
お
こ
な
う
こ
と
を
決
め
、
金
融
危
機
に
そ
な
え
た
。
は
た
し
て
四
月
下
旬
、
銭
荘
の
破
産
に
よ
っ
て
劃
頭
が
ふ
た
た
び
急
騰
、
救

済
貸
付
の
実
施
を
み
ぬ
内
に
ま
た
し
て
も
金
融
危
機
が
お
と
ず
れ
た
の
で
あ
る
。
三
行
の
銭
荘
へ
の
貸
付
は
二
〇
〇
〇
万
元
に
の
ぼ
り
、
民
間

側
大
銀
行
に
よ
る
銭
荘
へ
の
抵
当
貸
付
を
あ
わ
せ
る
と
、
そ
の
額
は
二
三
〇
〇
万
元
に
達
し
た
と
い
う
。
こ
の
巨
額
の
貸
付
に
よ
り
、
五
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

○
～
六
〇
〇
〇
万
元
と
も
い
わ
れ
た
長
期
信
用
貸
付
の
内
、
七
～
八
割
の
返
済
延
期
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
上
海
金
融
市
場
の
問
題
は
、
決
算
期
に
金
融
危
機
が
く
り
か
え
さ
れ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
銀
準
備
枯
渇

と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ
て
先
鋭
化
し
た
、
決
済
を
め
ぐ
る
信
用
機
構
の
脆
弱
さ
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
び
あ
が
っ
て
こ
よ
う
。
上

海
金
融
界
の
銀
需
要
は
、
債
権
の
流
動
性
喪
失
と
銀
欠
乏
と
い
う
環
境
の
も
と
、
伝
統
と
近
代
の
二
つ
の
世
界
、
麗
劃
手
形
と
鶏
頭
手
形
の
の

り
か
え
取
引
の
場
で
あ
る
劃
頭
に
お
も
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
た
び
に
手
形
決
済
と
い
う
信
用
の
結
節
点
を
危
機
に
さ
ら
し
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
商
工
業
へ
の
二
〇
〇
〇
万
元
も
の
救
済
貸
付
の
実
施
は
、
は
や
く
も
暗
礁
に
の
り
あ
げ
て
い
た
。
五
〇
〇
万
元
の
信
用
貸
付
が
提
案
さ
れ

た
当
初
、
三
行
以
外
の
民
間
銀
行
が
四
七
万
五
〇
〇
〇
元
、
の
ち
に
銭
荘
側
も
二
五
万
元
し
か
拠
出
に
同
意
し
な
か
っ
た
よ
う
に
、
銀
行
側
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

資
金
繰
り
で
さ
え
悪
化
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
上
海
銀
行
界
は
三
四
年
に
棉
花
抵
当
貸
付
を
の
ば
し
た
も
の
の
、
二
万
ト
ン
以
上
に
お
よ
ん

だ
陳
州
積
出
棉
花
の
内
、
三
五
年
四
月
ま
で
に
売
却
で
き
た
の
は
一
区
分
の
一
に
達
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
銀
行
は
棉
花
金
融
で
一
〇
〇
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

元
、
上
海
の
棉
花
盛
運
商
は
棉
花
取
引
で
三
〇
〇
〇
万
元
の
損
失
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。
第
4
表
の
物
価
の
全
般
的
急
落
か
ら
み
て
も
、
彪

大
な
動
産
を
か
か
え
換
金
も
で
き
ず
立
往
生
し
て
い
る
銀
行
の
姿
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
か
く
し
て
一
九
三
五
年
五
月
、
生
糸
・
茶
取
引
の
勃
興
と
三
大
節
季
払
の
ひ
と
つ
旧
暦
端
午
節
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
銀
行
と
銭
荘
は
ふ
た
た

び
莫
大
な
現
金
需
要
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
五
月
二
四
日
置
明
豊
銀
行
と
美
豊
銀
行
の
破
綻
劇
は
、
た
だ
ち
に
各
方
面
へ
と
飛
び
火
し
、

激
烈
な
金
融
恐
慌
を
引
き
お
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
上
海
で
は
デ
マ
が
み
だ
れ
と
ん
だ
。
三
行
は
、
預
金
取
り
つ
け
に
み
ま
わ
れ
た
銭
荘
に
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

け
、
あ
ら
た
め
て
八
○
○
万
元
近
く
に
お
よ
ぶ
短
期
貸
付
を
供
与
し
た
も
の
の
、
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新
年
以
来
、
上
海
金
融
市
場
は
、
白
銀
問
題
が
な
ん
ら
解
決
法
を
み
ぬ
た
め
、
ま
す
ま
す
緊
張
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。
端
午
節
の
一
・
一
麺
前
、
明

　
　
　
華
・
美
豊
銀
行
が
相
つ
ぎ
倒
産
す
る
に
い
た
っ
て
、
少
数
の
銭
荘
も
ま
た
非
常
に
危
う
い
状
況
と
な
り
、
一
般
人
士
も
金
融
機
関
に
対
し
次
第
に
不
信
任

　
　
　
の
気
持
ち
を
つ
よ
め
、
同
業
は
自
行
へ
の
請
求
に
応
じ
る
た
め
、
本
行
に
預
け
て
あ
る
預
金
を
も
っ
て
支
払
い
に
応
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
行
間
預
金
の
減
少
は
最
も
多
く
、
当
時
の
金
融
市
場
の
緊
張
ぶ
り
が
十
分
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

と
回
顧
さ
れ
た
よ
う
に
、
銀
行
間
預
金
を
引
き
あ
げ
あ
う
危
機
を
前
に
し
て
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
か
っ
た
。
預
金
と
り
つ
け
は
中
小
銀
行
に
と

ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
民
間
最
大
手
の
上
海
銀
行
で
す
ら
、
全
預
金
一
億
六
〇
〇
〇
万
元
の
う
ち
、
五
月
二
五
日
か
ら
の
二
週
間
で
銀
行
間
預
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

だ
け
で
一
〇
〇
〇
万
元
、
三
週
間
総
額
で
～
二
〇
〇
万
元
が
引
き
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
は
、
上
海
信
用
機
構
そ
の
も
の
に

原
因
が
あ
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
あ
き
ら
か
で
あ
っ
た
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
政
府
と
上
海
金
融
界
は
、
も
ち
こ
さ
れ
た
ま
ま
の
上
海
金
融
市
場

の
か
か
え
る
問
題
に
む
き
あ
い
対
応
策
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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①
「
濾
市
金
融
安
定
」
『
申
報
隔
一
九
三
五
年
一
月
一
六
日
。
「
商
業
新
聞
金

　
融
」
同
前
～
九
三
五
年
一
月
二
四
日
目
二
月
四
日
。
「
上
海
市
場
要
訊
」
『
大
公

　
報
㎞
一
九
三
五
年
一
月
二
九
日
。

②
挑
松
齢
編
著
魍
張
公
権
先
生
年
譜
初
稿
駈
伝
記
文
学
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、

　
一
三
九
頁
。
「
中
央
中
国
交
通
三
銀
行
特
懸
樋
款
維
持
金
融
」
『
申
報
隔
一
九
三
五

　
年
二
月
四
日
。
な
お
、
記
事
に
よ
り
総
額
八
○
○
余
万
や
「
聞
く
と
こ
ろ
で
五
〇

　
〇
万
」
な
ど
一
致
し
な
い
。
こ
こ
で
は
銚
樫
齢
編
著
の
数
字
を
採
用
し
て
い
る
。

③
「
総
結
賑
前
三
銀
行
抵
放
現
款
総
数
」
同
前
一
九
三
五
年
二
月
七
日
。

④
「
外
商
銀
行
経
済
侵
略
提
高
存
款
利
息
扁
同
前
一
九
三
五
年
二
月
二
六
日
。

⑤
下
総
月
中
百
里
五
千
或
一
万
之
少
数
、
出
門
介
現
。
（
「
商
業
新
聞
金
融
」
同

　
前
一
九
三
五
年
二
月
二
〇
日
）

⑥
「
湛
金
融
市
場
近
況
」
『
大
公
垂
直
一
九
三
五
年
二
月
二
五
日
、
「
商
市
価
條
地

　
方
協
会
商
救
済
方
案
」
『
申
報
臨
一
九
三
五
年
二
月
二
二
日
、
「
救
済
市
面
打
條
孔

　
部
長
允
尽
力
維
持
」
同
前
一
九
三
五
年
二
月
二
三
日
。

⑦
「
金
融
恐
慌
中
之
市
面
救
済
運
動
」
『
東
方
雑
誌
隔
第
三
二
巻
第
七
号
、
一
九

　
三
五
年
。
門
地
方
協
会
特
委
会
決
定
実
施
救
済
方
案
」
㎎
漆
黒
』
～
九
三
五
年
三
月

　
い
二
日
。

⑧
「
市
商
会
地
方
協
会
商
定
復
興
藤
蔓
弁
法
」
『
申
報
隔
一
九
三
五
年
三
月
六
日
。

⑨
前
掲
注
⑥
「
救
済
市
面
蒲
條
」
。
「
地
方
協
会
特
委
会
昨
再
詮
議
救
済
工
面
」
同

　
前
一
九
三
五
年
三
月
一
日
、
「
孔
部
長
昨
召
集
各
界
領
袖
会
商
救
済
雪
面
弁
法
扁

　
同
前
一
九
三
五
年
三
月
一
〇
日
。

⑩
「
地
産
商
議
発
行
流
通
券
」
『
申
報
㎞
一
九
三
五
年
無
月
｝
九
日
、
「
財
部
批
復

　
濾
工
商
協
会
救
済
工
商
業
」
『
大
公
報
隔
一
九
三
五
年
三
月
二
〇
日
。
な
お
中
央

　
銀
行
条
例
第
一
二
条
で
は
貨
物
担
保
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

⑪
嘲
徐
可
亭
先
生
文
存
』
徐
可
亭
先
生
朝
野
編
纂
委
員
会
、
一
九
七
〇
年
、
三
ニ

　
一
三
三
頁
。
富
田
忠
雄
『
支
那
銀
行
制
度
論
㎞
厳
松
堂
書
店
、
一
九
四
一
年
、
二
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○
O
i
O
｝
頁
。
前
掲
咽
年
譜
愚
稿
盛
、
一
四
〇
i
一
四
二
頁
。
「
愚
子
文
昨
応
召

　
飛
漢
し
『
申
報
㎞
一
九
三
五
年
三
月
一
日
。
「
発
行
金
融
公
債
将
提
立
法
院
討
論
」

　
同
前
一
九
三
五
年
目
一
月
二
二
日
。

⑫
「
下
白
眉
日
記
摘
抄
（
｝
九
三
〇
一
～
九
三
八
と
『
天
津
文
史
資
料
選
輯
㎞
第

　
　
二
六
輯
、
一
九
八
六
年
、
五
〇
頁
。

⑬
門
二
十
年
十
月
二
十
八
日
陳
先
生
與
行
員
聚
餐
談
話
」
前
掲
噸
陳
光
甫
言
論

　
集
睡
、
六
九
頁
。
第
一
主
峯
⑫
な
ど
を
参
照
。

⑭
申
国
人
民
銀
行
上
海
分
行
編
『
金
城
銀
行
史
料
騙
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八

　
三
年
、
二
三
七
頁
。

⑮
　
応
宋
は
そ
の
噂
を
否
定
し
て
い
る
。
「
宋
子
文
表
示
金
融
前
途
楽
観
」
糊
申

　
報
瞼
一
九
三
五
年
四
月
～
七
日
。

⑯
前
掲
『
金
城
史
料
㎞
、
ヨ
ニ
六
頁
。
噸
陳
光
甫
与
上
海
銀
行
隠
中
国
文
史
出
版
社
、

　
一
九
九
一
年
、
九
一
二
頁
。

⑰
秦
省
如
「
救
済
市
弼
與
銭
轡
信
用
提
帯
」
魍
事
業
月
報
臨
第
一
五
巻
第
五
号
、

　
一
九
三
五
年
。
「
懸
巣
公
会
議
決
落
雪
四
底
面
款
」
『
申
報
』
　
一
九
三
五
年
四
月
一

　
一
日
、
「
信
用
借
款
応
与
三
行
簿
商
」
同
前
一
九
三
五
年
四
月
一
三
日
、
「
財
孔
談

　
救
済
工
商
業
決
定
放
款
二
千
万
発
」
同
前
　
九
三
五
年
四
月
一
六
日
、
「
同
泰
荘

　
昨
勘
忍
」
「
商
業
瓢
聞
　
金
融
」
同
前
一
九
三
五
年
四
月
二
三
日
、
「
華
商
各
領
袖

4

　
銀
行
抵
押
放
款
已
達
二
千
万
」
同
前
四
月
二
七
日
。
「
渥
金
融
緊
張
声
中
渡
過
四

　
畦
塗
」
問
前
～
九
三
五
年
五
月
一
日
。

⑱
「
灘
エ
商
信
用
小
借
款
宣
伝
已
近
三
月
三
二
実
現
」
『
大
公
報
撫
一
九
三
五
年

　
五
月
二
二
日
。

⑲
「
映
晋
豫
棉
商
請
増
進
口
棉
税
扁
魍
紡
織
時
報
』
第
＝
七
百
写
、
一
九
三
五

　
年
三
月
二
八
日
。
「
本
会
星
目
棉
商
請
増
進
口
棉
税
」
同
前
第
一
一
七
二
号
、
一

　
九
三
五
年
四
月
一
日
、
「
陳
縣
聖
業
救
済
曾
呈
中
央
幽
界
同
前
第
一
一
七
三
号
、

　
一
九
三
五
年
四
月
七
日
。

⑳
「
財
部
撲
公
債
救
済
銭
業
後
銭
業
監
理
委
会
昨
成
立
し
『
申
報
臨
一
九
三
五
年

　
六
月
四
日
。

⑳
今
春
以
来
、
上
海
金
融
市
面
、
因
白
銀
問
題
、
無
法
解
決
、
愈
趨
愈
緊
。
至
端

　
午
節
前
一
二
星
期
、
明
華
・
美
豊
相
継
立
閉
、
少
数
銭
荘
、
亦
禍
源
可
危
、
一
般

　
人
士
対
子
若
干
金
融
機
関
、
漸
有
不
敢
信
任
之
心
、
同
業
中
為
応
付
帯
本
身
之
需

　
要
達
見
、
将
存
予
本
行
之
款
項
提
出
、
叢
叢
応
付
。
故
同
業
存
款
、
減
少
最
多
、

　
大
足
以
表
示
当
時
金
融
敷
面
緊
張
之
程
度
也
。
（
門
上
海
銀
行
撹
案
”
第
二
一
次
行

　
務
会
議
記
録
一
九
三
五
年
六
月
一
九
B
」
前
掲
『
上
海
銀
行
史
料
輪
、
四
一
三
－

　
六
頁
）

⑫
　
前
掲
注
⑳
。
酒
息
金
融
潮
内
幕
」
欄
大
公
報
』
一
九
三
五
年
六
月
八
日
。

決
済
シ
ス
テ
ム
の
再
編
と
銀
行
函
南
承
党
所
構
想
の
鵠
現

　
六
月
一
日
、
財
政
部
長
孔
祥
煕
は
、
陳
輝
徳
・
空
子
文
・
四
行
儲
蓄
会
総
経
理
銭
新
之
・
温
潤
卿
・
画
論
庭
・
杜
月
露
を
私
邸
に
ま
ね
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

金
融
恐
慌
に
つ
い
て
対
応
を
協
議
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
二
日
の
日
曜
未
明
、
立
業
公
会
は
取
り
つ
け
の
激
し
さ
か
ら
、
①
二
日
よ
り
加
盟

各
荘
の
匿
並
手
形
の
清
算
は
す
べ
て
荘
票
で
お
こ
な
い
現
金
で
決
済
し
な
い
、
②
顧
客
か
ら
の
預
金
引
き
だ
し
は
五
〇
〇
元
ま
で
、
③
霊
長
が
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銭
業
準
備
庫
よ
り
紙
幣
・
銀
の
払
出
を
も
と
め
る
場
合
、
預
金
～
万
元
あ
た
り
六
〇
〇
〇
元
の
払
出
と
す
る
、
と
い
う
緊
急
決
議
を
余
儀
な
く

さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
図
星
公
会
は
、
み
ず
か
ら
の
保
証
の
も
と
、
道
契
・
商
品
を
担
保
に
し
た
、
國
幣
二
〇
〇
〇
万
元
の
救
済
貸
付
を
も

と
め
て
財
政
部
に
か
け
こ
ん
だ
。
『
大
公
報
』
に
よ
れ
ば
、
端
午
節
直
前
、
銭
業
準
備
庫
に
は
わ
ず
か
一
四
〇
万
元
の
現
金
し
か
な
か
っ
た
と

い
う
。
三
四
年
初
、
五
五
銭
荘
の
総
預
金
高
は
、
一
億
四
三
〇
〇
万
元
に
お
よ
ん
で
い
た
こ
と
を
手
が
か
り
に
す
れ
ば
、
交
換
尻
手
形
決
済
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

預
金
封
鎖
措
遣
を
と
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
支
払
準
備
の
枯
渇
ぶ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。

　
六
月
二
日
午
後
、
意
思
煕
は
い
そ
ぎ
滞
在
先
の
杭
州
か
ら
上
海
に
む
か
い
、
芸
子
文
・
繋
累
庭
・
杜
月
笙
・
秦
潤
卿
ら
を
ま
ね
き
緊
急
会
議

を
ひ
ら
い
た
。
そ
の
席
で
、
秦
潤
卿
は
銭
荘
の
窮
状
を
つ
た
え
る
と
と
も
に
、
徐
堪
・
秦
鶴
翼
・
無
月
笙
ら
五
人
で
委
員
会
を
結
成
し
、
公
債

二
〇
〇
〇
万
元
発
行
に
よ
る
銭
荘
支
援
案
が
さ
だ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
日
、
上
海
三
業
監
理
委
員
会
が
発
足
し
、
金
融
公
債
二
五
〇
〇
万

元
へ
増
額
さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
監
理
委
員
会
は
、
銭
荘
が
も
ち
こ
む
不
動
産
・
商
品
・
公
債
と
い
っ
た
担
保
品
を
査
定
し
て
金
融
公
債

を
わ
た
し
、
三
行
な
ど
の
銀
行
団
が
そ
の
公
債
の
引
受
を
お
こ
な
い
、
額
面
六
割
の
現
金
を
銭
荘
に
あ
た
え
る
、
と
い
う
枠
組
を
決
定
し
た
。

担
保
品
は
、
公
債
が
時
価
九
割
、
貨
物
が
八
割
、
不
動
産
が
租
界
工
部
局
評
価
額
の
七
割
掛
け
で
金
融
公
債
に
と
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
。
こ
の
支
援
案
を
う
け
て
、
銭
業
公
会
は
二
日
の
緊
急
措
置
を
解
除
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
端
午
節
前
日
の
六
月
四
日
、
上
海
江
南
商
業
儲
蓄
銀
行
・
寧
波
実
業
銀
行
の
破
綻
に
よ
り
、
上
海
貨
幣
市
場
は
匪
劃
手
形
現
金

化
の
殺
到
を
う
け
、
急
激
な
逼
迫
状
態
に
陥
い
っ
た
の
で
あ
る
。
劃
頭
は
、
認
証
に
暴
騰
し
、
預
金
と
り
つ
け
が
お
さ
ま
っ
た
六
日
以
降
も
さ

が
る
気
配
を
み
せ
な
か
っ
た
。
加
え
て
監
理
委
員
会
の
査
定
と
引
受
銀
行
団
の
割
引
率
は
あ
ま
り
に
も
厳
し
す
ぎ
た
。
こ
の
算
定
だ
と
、
債
権

の
流
動
化
を
は
か
ろ
う
に
も
、
商
品
だ
と
市
価
の
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
動
産
に
い
た
っ
て
は
評
価
額
の
鳥
取
パ
ー
セ
ン
ト
の
貨
幣
し
か
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
は
た
し
て
六
日
、
三
行
以
外
の
大
銀
行
も
ま
じ
え
て
引
受
銀
行
団
が
結
成
さ
れ
、
監
理
委
員
会
は
金
融
公
債
引
渡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
じ
め
た
も
の
の
、
七
日
ま
で
に
銭
荘
側
が
う
け
と
っ
た
現
金
は
わ
ず
か
一
五
六
万
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
週
末
の
八
日
に
は
、
訳
業
準
備

庫
は
受
払
停
止
に
お
い
こ
ま
れ
、
上
海
銀
行
界
が
銭
荘
へ
有
し
て
い
た
預
金
三
〇
〇
〇
万
元
は
回
収
不
能
と
い
わ
れ
る
状
況
に
な
っ
た
の
で
あ
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⑤る
。
上
海
金
融
市
場
は
崩
壊
の
淵
に
た
た
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
上
海
金
融
界
首
脳
と
財
政
部
は
、
連
日
協
議
を
か
さ
ね
た
。
六
月
一
〇
日
、
銭
業
公
会
は
曝
露
の
経
理
を
あ
つ
め
て
会
議
を
ひ
ら
き
、
金
融

公
債
の
割
引
率
に
つ
い
て
銭
幣
司
長
徐
堪
に
改
善
を
も
う
し
い
れ
る
一
方
、
一
〇
日
夜
よ
り
煎
付
を
く
わ
え
て
協
議
し
た
。
そ
し
て
一
一
日
早

朝
、
銭
業
公
会
は
、

　
1
．
骨
銀
行
が
い
ま
各
銭
荘
に
預
け
て
い
る
匪
劃
手
形
決
済
の
た
め
の
預
金
は
、
す
べ
て
銭
業
準
備
庫
に
う
つ
し
、
以
後
各
荘
は
銀
行
か
ら

　
　
　
匪
劃
手
形
決
済
預
金
を
う
け
い
れ
な
い

　
2
．
各
荘
は
、
匿
劃
手
形
の
交
換
所
勘
定
を
必
要
と
す
る
場
合
、
準
備
庫
よ
り
短
期
借
入
が
で
き
る

　
3
．
準
備
庫
は
劃
頭
手
形
決
済
資
金
が
必
要
な
場
合
、
担
保
を
提
出
し
て
銀
行
団
よ
り
短
期
貸
付
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

　
4
．
前
に
三
行
の
し
た
不
動
産
抵
当
貸
付
と
、
あ
ら
た
に
必
要
な
不
動
産
抵
当
貸
付
は
、
＝
日
ま
で
に
監
理
委
員
会
に
登
記
す
る
。
そ
の

　
　
　
際
、
査
定
は
工
部
局
評
価
額
九
割
で
お
こ
な
う

　
5
．
前
に
三
行
の
し
た
公
債
抵
当
貸
付
は
、
新
規
の
貸
付
か
ら
は
市
価
に
照
ら
し
、
額
面
一
〇
割
で
お
こ
な
う

と
い
う
決
議
と
と
も
に
、
銭
業
準
備
庫
が
銀
行
票
据
交
換
所
へ
加
盟
で
き
る
よ
う
も
と
め
た
の
で
あ
る
。
一
～
日
午
後
、
銀
行
公
会
は
こ
れ
を

う
け
て
執
行
委
員
会
を
ひ
ら
く
と
と
も
に
、
ひ
き
つ
づ
い
て
徐
堪
と
上
海
金
融
界
領
袖
は
中
央
銀
行
で
会
合
を
も
っ
た
。
そ
の
席
上
、
銭
業
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

備
庫
に
あ
っ
た
担
保
を
監
理
委
員
会
に
提
出
し
て
金
融
公
債
に
と
り
か
え
、
銀
行
団
か
ら
貸
付
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
の
ち
監
理
委
員
会
は
、
担
保
品
が
公
債
な
ら
額
面
一
〇
割
、
不
動
産
な
ら
評
価
額
九
割
の
金
融
公
債
を
わ
た
す
こ
と
に
な
り
、
引
受
銀
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
⑦

団
も
金
融
公
債
へ
の
貸
付
を
額
面
六
翻
か
ら
一
〇
割
に
ひ
き
あ
げ
た
。
そ
し
て
＝
一
日
に
は
、
銭
業
準
備
庫
の
銀
行
票
据
交
換
所
加
盟
に
つ
い

て
も
承
認
さ
れ
、
銀
行
が
う
け
と
っ
た
薩
劃
手
形
は
交
換
所
か
ら
準
備
庫
に
、
銭
荘
が
う
け
と
っ
た
劃
頭
手
形
は
準
備
庫
か
ら
交
換
所
に
だ
さ

れ
、
集
申
決
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
銀
行
側
は
、
銭
業
準
備
庫
の
さ
だ
め
た
レ
ー
ト
（
劃
頭
）
で
匿
劃
預
金
を

ひ
き
だ
せ
る
こ
と
。
ま
た
準
備
庫
側
は
、
中
国
・
交
野
銀
行
に
振
替
の
た
め
口
座
を
ひ
ら
く
と
と
も
に
、
も
し
難
事
預
金
払
い
だ
し
が
困
難
な
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⑧

と
き
、
三
行
と
協
議
し
た
う
え
で
短
期
借
入
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
も
は
や
贅
言
に
は
お
よ
ぶ
ま
い
。
銭
荘
と
苦
業
準
備
庫
の
も
つ
不
動
産
債
権
は
公
債
に
お
き
か
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
引
受
銀
行
団
か
ら
二
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

銭
荘
へ
む
け
て
、
結
果
と
し
て
総
額
二
四
八
六
万
元
の
再
抵
当
貸
付
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
措
置
は
、
銭
荘
の
資

本
金
総
額
す
ら
う
わ
ま
わ
る
規
模
を
み
て
も
、
信
用
シ
ス
テ
ム
維
持
の
た
め
と
い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
救
済
や
統
制
と
い
っ
た
把
握
で
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

意
味
を
見
失
な
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
と
く
に
、
政
府
系
三
行
の
保
証
と
介
在
の
も
と
、
匪
劃
と
誤
脱
、
二
つ
の
手
形
交
換
所
が
く
み
こ

ま
れ
、
決
済
の
不
安
定
性
除
去
と
支
払
準
備
節
約
を
可
能
に
し
た
こ
と
は
白
眉
と
い
え
よ
う
。
薩
劃
手
形
の
翌
日
払
慣
行
は
、
一
九
二
〇
年
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
は
外
銀
の
み
な
ら
ず
銀
行
界
全
体
に
と
っ
て
不
安
定
要
因
の
ひ
と
つ
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
た
し
か
に
各
銭
荘
に
と
っ
て
、
銀
行
の
匪
劃
預

金
が
準
備
庫
に
ひ
き
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
預
金
通
貨
創
出
に
あ
た
っ
て
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
行
の
保
証
の
下
、
塵
剥

手
形
の
当
日
払
請
求
を
銭
業
準
備
庫
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
り
、
決
済
性
預
金
の
と
り
つ
け
を
回
避
で
き
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
れ
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

劃
頭
は
高
騰
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、
上
海
銭
荘
界
が
金
融
危
機
に
み
ま
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
上
海
銀
行
界
は
、
あ
ら
た
な
信
用
機
構
の
創
出
に
む
け
、
そ
の
歩
み
を
す
す
め
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、
「
中
央
」
銀
行
の
再
割
引
を

可
能
と
す
る
、
手
形
流
通
の
創
出
と
振
興
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
す
で
に
一
九
三
〇
年
、
中
国
・
交
通
・
上
海
銀
行
な
ど
は
、
商
業
引
受
手
形
、

す
な
わ
ち
為
替
手
形
取
引
の
普
及
に
つ
と
め
て
い
た
。
上
海
銀
行
界
の
意
図
は
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
も
っ
と
も
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い

る
の
は
、
漸
江
実
業
銀
行
首
脳
、
章
乃
器
の
議
論
で
あ
る
。
か
れ
は
い
う
。
伝
統
的
な
節
季
払
慣
行
は
、
「
も
っ
と
も
翌
翌
か
つ
拙
劣
な
一
種

　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
制
度
で
あ
る
」
と
。
節
季
払
と
い
う
延
払
信
用
は
、
売
掛
金
回
収
に
三
～
五
ヶ
月
も
か
か
る
、
流
動
性
の
な
い
帳
簿
上
の
債
権
に
す
ぎ
ず
、

仕
入
を
現
金
払
で
お
こ
な
う
場
合
、
商
工
業
者
の
負
担
は
は
か
り
し
れ
ぬ
ほ
ど
大
き
い
。
ま
た
決
算
期
に
は
、
既
述
し
た
信
用
シ
ス
テ
ム
上
の

危
険
性
を
は
ら
む
。
か
れ
は
、
延
払
信
用
の
改
革
と
し
て
、
荘
票
や
月
末
払
慣
行
に
短
期
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
長
期
の
手
形
信
用
に
き
り

か
え
る
こ
と
を
唱
え
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
商
工
業
界
は
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
金
融
緩
和
の
も
と
、
商
慣
行
を
か
え
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ぼ
し
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
の
試
み
も
挫
折
に
お
わ
っ
て
い
た
。
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国罠政府下申国における信用機構の再編（岡崎）

　
し
か
し
金
融
恐
慌
下
、
一
九
三
五
年
三
月
初
旬
の
市
商
会
と
地
方
協
会
の
請
願
は
、
心
慮
に
か
わ
る
あ
ら
た
な
譲
渡
可
能
な
証
券
、
す
な
わ

ち
流
動
化
可
能
な
債
権
が
模
索
さ
れ
る
な
か
で
、
ひ
と
つ
の
転
機
と
な
っ
て
ゆ
く
。
三
月
一
日
、
中
華
工
業
総
聯
合
会
は
、
産
業
界
の
立
場
か

ら
幣
制
を
政
府
に
建
議
す
べ
く
、
章
乃
器
、
漸
江
興
業
銀
行
の
楊
蔭
濾
、
中
国
銀
行
の
張
肖
梅
等
、
専
門
家
に
よ
る
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

そ
の
報
告
書
は
、
三
月
中
旬
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
数
億
元
と
い
わ
れ
る
帳
簿
信
用
を
為
替
手
形
に
、
倉
庫
に
滞
留
し
て
い
る
商
品
を
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

行
引
受
手
形
に
お
き
か
え
る
よ
う
答
申
し
た
の
で
あ
る
。
市
商
会
の
手
形
割
引
・
再
割
引
の
ね
ら
い
は
、
推
進
に
積
極
的
だ
っ
た
綱
鍛
業
同
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

公
会
の
市
商
会
へ
の
要
請
な
ど
を
み
て
も
、
延
払
信
用
の
負
担
軽
減
に
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
債
権
の
流
動
性
を
も
と
め
て
、

商
工
業
界
と
上
海
銀
行
界
の
利
害
は
一
致
し
た
。
綱
鍛
業
公
会
は
、
市
商
会
ら
の
請
願
の
後
、
た
だ
ち
に
電
機
綜
善
業
公
会
と
と
も
に
為
替
手

形
取
引
へ
の
転
換
を
表
明
し
、
銀
行
の
割
引
と
中
央
銀
行
に
よ
る
再
割
引
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
中
央
銀
行
も
再
割
引
を
ゆ
る
し
、
四
月
一

日
よ
り
実
施
に
う
つ
さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
上
海
銀
行
界
は
、
為
替
手
形
割
引
を
信
用
貸
付
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
推
進
を
は
じ
め
、
市
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

会
も
ま
た
財
政
・
実
業
部
に
為
替
手
形
取
引
を
提
唱
す
る
よ
う
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
や
が
て
上
海
銀
行
界
・
商
工
業
界
の
利
害
は
、
七
月
下
旬
に
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
銀
行
票
追
再
些
細
構
想
へ

　
　
　
　
　
　
⑯

と
収
敏
し
て
い
く
。
そ
の
骨
子
は
、
商
工
業
者
で
確
実
な
商
品
を
も
つ
も
の
は
、
承
党
（
引
受
）
所
に
提
出
す
る
こ
と
で
為
替
手
形
の
振
出
と

交
付
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
会
員
銀
行
に
も
ち
こ
め
ば
割
引
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
ま
さ
し

く
、
金
融
恐
慌
下
、
流
動
性
を
喪
失
し
た
動
産
信
用
、
す
な
わ
ち
、
商
工
業
者
へ
の
在
庫
金
融
に
苦
し
め
ら
れ
た
上
海
銀
行
界
と
商
工
業
界
の

た
ど
り
つ
い
た
先
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
し
め
す
の
は
、
上
海
市
商
会
に
よ
っ
て
商
工
業
復
興
計
薗
づ
く
り
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

工
商
業
復
興
委
員
会
が
、
三
五
年
九
月
に
発
表
し
た
意
見
書
で
あ
る
。

わ
が
国
の
金
融
業
は
目
下
の
と
こ
ろ
、
も
と
も
と
莫
大
な
貸
蹴
を
か
か
え
て
い
る
が
、
（
中
略
）
、
支
払
が
滞
っ
た
貸
出
を
と
う
と
う
い
ま
だ
に
流
動
化
で

き
て
い
な
い
で
い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
解
は
、
わ
れ
ら
が
近
代
的
信
用
制
度
を
構
築
し
よ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
た
だ
下
記
の
三
つ
の
方
法
が
あ
る
だ
け

で
あ
っ
て
、
ま
え
に
の
べ
た
近
代
的
信
用
証
券
の
普
及
を
は
か
る
考
え
だ
。
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A
　
社
債
引
受
に
よ
っ
て
現
今
の
廠
基
貸
付
を
代
替
す
る
こ
と
。

　
　
B
　
銀
行
引
受
手
形
に
よ
っ
て
現
今
の
動
産
貸
付
を
代
替
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
C
　
為
替
手
形
の
割
引
で
も
っ
て
現
今
の
信
用
貸
付
を
代
替
す
る
こ
と
。

こ
こ
か
ら
は
、
銀
行
界
の
み
な
ら
ず
市
商
会
の
側
か
ら
も
、
動
産
信
用
を
銀
行
引
受
手
形
へ
お
き
か
え
る
よ
う
、
も
と
め
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
え
よ
う
。
ま
た
従
来
か
ら
の
信
用
貸
付
は
、
売
掛
金
勘
定
H
延
払
信
用
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
脚
光
を
あ
び
た
、
為
替
手
形
に
お
き
か
え
る

べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
目
を
ひ
く
。
銀
行
・
銭
荘
が
お
こ
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
信
用
貸
付
の
由
縁
を

考
え
る
う
え
で
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
。
ま
た
報
告
書
は
、
三
行
の
お
こ
な
っ
た
銭
荘
救
済
や
商
工
業
救
済
貸
付
は
対
症
療
法
に
す
ぎ
ず
、
近

代
的
信
用
制
度
へ
の
転
換
、
と
く
に
三
行
に
よ
る
再
割
引
な
ど
を
も
と
め
て
い
た
。

　
一
九
三
五
年
一
一
月
の
幣
制
改
革
の
の
ち
、
か
れ
ら
の
構
想
は
晴
れ
て
結
実
す
る
。
一
九
三
六
年
三
月
工
ハ
日
、
銀
行
票
据
承
免
所
は
、
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

備
委
員
会
の
も
と
、
銀
行
共
同
出
資
に
よ
っ
て
基
金
七
六
二
万
三
七
五
〇
元
、
手
形
引
受
額
三
〇
四
九
七
五
〇
〇
〇
元
で
発
足
す
る
。
票
黒
蝿

免
所
は
、
設
立
の
過
程
で
、
銀
行
手
形
の
引
受
商
会
へ
と
そ
の
性
格
を
か
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
の
内
容
か
ら
外
れ
る
の
で
こ
こ
で

は
詳
述
し
な
い
。
た
だ
、
承
忍
所
の
引
受
対
象
と
さ
れ
た
担
保
商
品
、
米
・
麦
・
小
麦
粉
・
雑
穀
・
棉
花
・
綿
糸
・
綿
布
・
砂
糖
な
ど
の
一
五

品
目
は
、
上
海
銀
行
が
三
五
年
一
二
月
の
業
務
会
議
で
し
め
し
た
、
幣
制
改
革
後
に
供
与
す
べ
き
動
産
信
用
の
品
目
と
ほ
ぼ
か
さ
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

点
に
注
意
を
む
け
た
い
。
い
み
じ
く
も
上
海
銀
行
は
、
そ
の
新
業
務
方
針
の
中
で
、
社
債
発
行
引
受
業
務
の
強
化
と
と
も
に
、
信
用
貸
付
を
為

替
手
形
に
、
動
産
信
用
を
銀
行
引
受
手
形
へ
と
い
う
、
工
商
業
復
興
委
員
会
の
報
告
書
と
お
な
じ
戦
略
を
さ
だ
め
、
中
央
銀
行
再
割
引
の
実
現

を
つ
よ
く
も
と
め
て
い
た
。
ま
た
、
信
用
貸
付
と
動
産
信
用
の
二
つ
の
ル
ー
ト
を
手
形
取
引
に
改
変
し
て
い
く
こ
と
で
は
じ
め
て
、
幣
制
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
ら
利
益
を
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
ま
で
の
べ
て
い
る
。
銀
行
票
据
結
党
所
は
、
た
ん
に
「
銀
行
の
振
出
し
た
る
融
通
手
形
」
の
引
受
を
お
こ

な
う
存
在
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
上
海
銀
行
界
は
、
政
府
系
三
行
の
強
大
化
と
幣
制
改
革
と
い
う
、
預
金
・
発
券
業
務
を

か
ね
る
巨
大
銀
行
の
出
現
と
い
う
危
機
の
な
か
、
商
工
業
界
と
と
も
に
商
工
業
金
融
再
編
に
活
路
を
も
と
め
、
中
央
銀
行
を
債
権
流
動
化
の
手
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段
と
し
て
利
用
す
べ
く
、
銀
行
票
据
承
党
所
を
あ
み
だ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
上
海
金
融
界
と
商
工
業
界
の
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、

幣
制
改
革
の
財
政
部
布
告
に
し
る
さ
れ
た
「
中
央
準
備
銀
行
」
設
立
が
組
上
に
の
ぼ
る
、
信
用
機
構
が
あ
ら
た
な
段
階
に
足
を
ふ
み
い
れ
た
こ

と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

①
「
孔
宅
昨
農
家
要
会
商
救
済
市
面
安
定
人
心
」
『
申
報
』
一
九
三
五
年
六
月
二

　
日
。

②
「
財
部
援
発
公
債
救
済
銭
業
」
『
銀
行
週
報
』
第
～
九
巻
笙
三
期
、
一
九
三

　
五
年
。
「
灘
工
商
業
危
機
」
『
大
公
報
酬
一
九
三
五
年
六
月
＝
百
、
「
市
商
会
発

　
表
之
銭
業
統
計
」
魍
銭
業
月
報
』
第
一
四
巻
第
五
号
、
一
九
三
四
年
。

③
「
財
部
実
力
援
助
銭
業
」
魍
申
報
』
一
九
三
五
年
六
月
三
日
、
「
財
部
撲
公
債
救

　
癖
准
一
銭
業
事
銭
業
監
理
丞
外
員
△
四
二
成
山
坐
」
月
賦
副
一
九
皿
ニ
ア
五
年
山
ハ
月
閲
囲
R
［
o
　
「
…
救
済
胴
絶

　
銭
業
」
噸
大
公
報
翫
　
一
九
三
五
年
六
月
四
日
、
「
濾
金
融
市
場
緊
張
」
同
前
一
九
三

　
五
年
よ
ハ
月
五
日
。

④
「
財
部
救
済
銭
業
」
『
申
報
蜘
［
九
三
五
年
六
月
五
日
。
「
徐
堪
等
昨
謁
孔
財
長

　
簸
麗
間
口
偲
｛
疋
金
融
弁
法
」
ロ
十
四
刷
一
九
一
一
　
五
年
⊥
棚
経
⊥
照
日
。
「
救
洛
旧
銭
弗
壮
癬
戸
倉
傭
机
弁
工

　
商
信
用
放
款
」
『
大
公
報
㎞
一
九
三
五
年
六
月
九
日
。

⑤
「
各
地
金
融
市
況
上
海
三
五
年
六
月
扮
」
魍
中
央
銀
行
月
報
撫
第
五
巻
第

　
七
号
、
一
九
～
二
五
年
。
「
商
業
新
聞
　
金
融
」
魍
申
報
睡
一
九
～
二
五
年
六
月
九
日
。

⑥
「
銭
業
昨
開
経
理
会
議
」
同
前
一
九
三
五
年
六
月
＝
日
。
「
銭
業
薩
劃
問
題
解

　
決
」
同
晶
馴
一
九
三
五
年
六
月
＝
一
日
。
「
銀
糞
蝿
ム
ロ
作
」
㎎
大
公
報
』
　
一
九
一
二
五
年

　
六
月
一
二
日
。

⑦
商
品
は
八
割
で
据
置
。
「
救
済
銭
業
弁
法
変
更
墨
差
委
員
会
昨
成
立
」
魍
申
報
』

　
一
九
　
二
五
年
六
月
一
四
n
口
。

⑧
「
撮
管
銭
無
実
行
薩
劃
」
同
晶
賎
九
三
五
年
六
月
；
百
。
門
処
子
文
昨
趣
銀

　
銭
埠
采
A
瓜
談
｝
岡
業
△
口
作
穏
固
金
融
」
同
晶
出
一
九
三
五
年
六
門
月
＝
二
口
口
。
商
工
業
救
済

　
二
〇
〇
〇
万
元
貸
付
は
、
国
庫
髭
面
を
第
二
準
備
に
し
て
、
八
月
一
日
よ
り
開
始

　
さ
れ
た
。
「
工
商
業
貸
款
会
決
定
八
月
一
日
実
行
貸
款
」
同
前
一
九
瓢
一
五
年
七
月

　
二
三
日
。

⑨
中
国
人
民
銀
行
上
海
三
分
行
編
『
上
海
銭
荘
史
料
㎞
、
上
海
人
民
出
版
社
、
一

　
九
穴
○
年
、
二
四
三
頁
。
な
お
財
政
部
は
不
動
産
に
つ
い
て
、
貯
蓄
預
金
の
保
証

　
準
備
組
入
は
認
め
た
が
、
発
券
準
備
組
入
は
却
下
し
た
。
「
財
部
批
准
地
契
折
緻

　
為
儲
蓄
保
証
準
備
金
」
『
中
行
月
刊
㎞
第
一
一
巻
第
二
期
、
～
九
三
五
年
八
月
。

⑩
同
業
公
会
加
盟
五
五
荘
の
総
資
本
額
は
三
五
年
の
時
点
で
一
九
三
八
万
元
に
す

　
ぎ
な
い
。
前
掲
欄
銭
荘
史
料
㎞
、
二
六
二
頁
参
照
。
銭
荘
の
救
済
や
統
鋼
と
い
う

　
視
点
は
、
最
近
の
呉
景
平
達
書
な
ど
を
ふ
く
め
多
く
の
研
究
に
見
ら
れ
る
。

⑪
「
再
論
廃
除
隔
日
収
現
問
題
扁
『
申
報
隔
一
九
三
四
年
六
月
一
七
臼
。

⑫
劉
頭
は
、
一
九
三
五
年
＝
月
の
幣
制
改
革
に
と
も
な
い
、
廃
止
さ
れ
る
こ
と

　
に
な
る
。

⑬
章
乃
器
「
信
用
制
度
革
新
論
」
明
銀
行
週
報
幽
第
一
四
巻
第
四
｝
期
、
一
九
三

　
〇
年
。

⑭
　
金
国
宝
「
商
業
徳
満
腱
票
之
実
施
問
題
」
『
社
会
経
済
月
報
㎞
第
二
巻
第
三
期
、

　
｝
九
三
五
年
。
「
毎
週
経
済
時
・
事
述
要
　
②
上
海
銀
銭
業
収
貼
商
業
承
平
薩
票
」

　
明
大
公
報
飴
一
九
三
五
年
四
月
二
四
日
。

⑮
「
中
華
工
業
総
聯
会
研
究
通
貨
膨
瀕
」
『
申
報
』
一
九
三
五
年
三
月
一
日
。
章

　
玉
器
・
楊
目
土
・
張
肖
梅
「
工
商
業
金
融
問
題
研
究
報
告
鈴
掛
噌
銀
行
週
報
』
第

　
一
九
巻
第
　
○
期
、
一
九
三
五
年
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⑯
「
準
備
信
用
放
款
救
済
市
面
」
㎎
銀
行
週
報
㎞
第
一
九
巻
第
一
〇
期
、
一
九
三

　
五
年
。
「
中
央
銀
行
函
復
商
会
承
免
羅
票
可
重
職
現
扁
『
滋
藤
』
一
九
三
五
年
三
月

　
一
一
一
日
。

⑰
門
商
業
承
党
薩
票
定
今
日
起
実
行
」
隅
申
報
』
｝
九
三
五
年
四
月
～
日
。
讐
銀
行

　
公
会
論
討
即
行
承
免
匪
票
」
同
前
一
九
三
五
年
四
月
三
日
。
「
市
商
会
呈
財
実
両

　
二
十
提
偶
承
党
匪
票
」
同
前
～
九
三
五
年
五
月
一
四
目
。

⑱
　
　
「
銀
行
準
備
委
員
会
将
挙
弁
票
翠
玉
免
所
」
同
前
一
九
三
五
年
七
月
二
一
日
、

　
門
銀
行
公
会
二
士
銀
行
承
免
腰
票
」
同
前
一
九
一
二
五
年
七
月
二
～
二
日
。

⑲
五
口
国
金
融
業
目
下
固
亦
有
甚
多
之
放
款
、
（
中
略
）
、
呆
滞
者
露
礁
能
変
為
流
通
。

　
同
人
願
意
、
以
為
蕃
人
欲
建
立
現
代
的
信
用
制
度
、
惟
有
就
下
列
王
点
、
推
行
上

　
述
現
代
的
信
用
簿
礪
。
甲
、
以
承
受
公
司
債
票
方
式
代
替
昌
下
之
廠
基
押
款
。
乙
、

　
以
銀
行
承
党
匪
票
代
替
目
下
之
動
産
貸
付
。
丙
、
以
商
業
承
免
睡
票
之
貼
現
代
替

　
目
下
之
信
用
放
款
。
（
工
商
業
復
興
委
員
会
「
対
於
増
加
遍
羅
問
題
之
意
見
」
頚

　
行
週
報
輪
第
一
九
巻
第
三
七
期
、
一
九
三
五
年
）
。
な
お
報
告
者
は
章
四
切
・
金

　
国
宝
（
交
通
銀
行
）
ら
同
名
で
あ
る
。

⑳
「
銀
行
貨
幣
㈲
同
業
組
織
」
『
早
行
月
刊
隔
第
＝
悪
第
四
期
な
ど
を
参
照
。

⑳
　
　
「
上
海
銀
行
棺
案
日
雲
行
第
三
八
次
行
務
会
議
記
録
　
一
九
三
五
年
一
二
月
一

　
八
日
目
前
掲
㎎
上
海
銀
行
史
料
』
、
三
七
九
…
八
二
頁
。

⑳
　
「
上
海
銀
行
墨
差
P
書
字
通
訊
第
四
号
　
い
九
三
五
年
一
二
月
二
三
目
」
前
掲

　
『
上
海
銀
行
史
料
扁
、
三
八
四
頁
。

⑬
　
宮
下
忠
雄
㎎
支
那
銀
行
制
度
論
飴
厳
松
堂
書
店
、
一
九
四
一
年
、
三
〇
一
頁
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
～
九
三
四
年
の
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
の
発
動
か
ら
、
上
海
金
融
恐
慌
と
幣
制
改
革
に
い
た
る
ま
で
の
、
国
民
政
府
下
に
お
け
る
信
用
機

構
再
編
に
つ
い
て
、
貨
幣
市
場
の
側
面
か
ら
検
討
を
く
わ
え
て
き
た
。
そ
れ
を
論
点
ご
と
に
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
ず
は
、
上
海
金
融
恐
慌
の
原
因
で
あ
る
。
通
説
は
、
銀
の
国
外
流
出
に
よ
る
信
用
収
縮
と
物
価
下
落
の
相
互
連
関
的
進
行
、
と
く
に
資
産

市
場
の
暴
落
を
強
調
す
る
も
の
の
、
初
期
の
局
面
で
動
産
信
用
拡
大
と
物
価
上
昇
す
ら
お
き
た
よ
う
に
、
か
な
ら
ず
し
も
事
実
と
符
合
し
て
い

な
い
。
上
海
の
銀
行
界
は
、
上
海
事
変
後
、
収
益
源
で
あ
っ
た
不
動
産
投
資
・
貸
付
の
不
振
を
う
け
て
、
あ
ら
た
に
倉
庫
網
と
支
店
網
の
拡
張

を
つ
う
じ
て
、
流
動
性
に
す
ぐ
れ
て
い
た
動
産
信
用
を
開
拓
し
て
ゆ
く
。
ア
メ
リ
カ
銀
政
策
以
後
、
商
取
引
は
通
貨
不
安
か
ら
投
…
機
的
な
動
き

を
み
せ
、
銀
行
や
銭
荘
は
信
用
を
あ
た
え
つ
づ
け
て
い
た
。
銀
の
国
外
流
出
と
節
季
払
に
よ
っ
て
、
ふ
く
ら
ん
で
い
た
銀
行
信
用
、
と
り
わ
け



国民政府下中国における信用機構の再編（岡綺）

動
産
信
用
を
さ
さ
え
き
れ
な
く
な
っ
た
時
、
上
海
金
融
界
は
、
貨
幣
市
場
に
殺
到
し
て
金
利
を
急
騰
さ
せ
、
商
工
業
界
に
止
め
を
さ
す
ほ
ど
の

金
融
引
き
し
め
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
上
海
金
融
界
に
お
け
る
不
動
産
・
商
品
を
抵
当
に
し
た
貨
幣
調
達
は
、

遊
休
資
金
を
も
つ
も
の
が
金
融
市
場
に
存
在
し
な
い
た
め
、
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
上
海
金
融
界
か
ら
、
政
府
・
中
央
銀
行
に
債

権
流
動
化
の
要
請
が
だ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
最
後
の
貸
手
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
銀
行
や
商
工
業
者
が
要
請
し
た
信
用
機
構
や
金
融
政
策
に
つ
い
て
。
通
説
は
、
通
貨
供
給
増
加
と
安
定
し
た
通
貨
シ
ス
テ
ム
に
あ

っ
た
点
を
強
調
す
る
。
た
だ
、
上
海
銀
行
界
や
商
工
業
者
の
お
こ
な
っ
た
要
請
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
「
中
央
銀
行
」
信
用
の
恩
沢
に

あ
ず
か
る
こ
と
を
焦
点
と
し
て
い
た
こ
と
は
み
の
が
せ
な
い
。
そ
の
過
程
で
、
再
選
な
商
品
在
庫
や
不
動
産
へ
の
救
済
融
資
と
い
っ
た
直
接
的

手
法
以
外
に
も
、
「
中
央
銀
行
」
に
よ
る
再
抵
当
貸
付
、
手
形
再
割
引
、
銀
行
券
領
用
と
い
う
、
「
中
央
銀
行
」
像
に
か
か
わ
る
方
法
論
が
浮
上

す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
金
融
市
場
に
お
け
る
、
「
中
央
銀
行
」
の
支
配
力
と
信
用
を
必
要
と
す
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
上
海

銀
行
界
と
商
工
業
界
が
、
国
民
政
府
に
よ
る
中
国
・
交
通
の
両
銀
行
改
組
を
受
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
歴
史
的
前
提
が
形
成
さ
れ
、
幣
制
改
革
後

の
中
央
儲
備
銀
行
を
め
ぐ
る
議
論
に
ひ
き
つ
が
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
国
民
政
府
の
信
用
機
構
再
編
が
、
ど
の
よ
う
に
既
存
の
金
融
市
場
に
架
橋
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
。
上
海
金
融
界
は
、
決
算
期
の
た

び
に
貨
幣
市
場
、
と
く
に
匪
劃
手
形
の
貨
幣
化
を
お
こ
な
い
決
済
を
危
機
に
さ
ら
し
、
信
用
機
構
の
脆
弱
さ
を
露
わ
に
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
は

三
五
年
六
月
の
上
海
金
融
恐
慌
で
頂
点
に
達
し
、
財
政
部
は
金
融
公
債
に
よ
っ
て
銭
荘
支
援
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
三
行
の
も
と
に
臨
劃
と

劃
頭
、
二
つ
の
交
換
所
を
く
み
こ
ん
で
決
済
の
不
安
定
性
を
除
去
し
た
の
で
あ
る
。
言
う
な
れ
ば
、
経
済
の
発
展
と
上
海
銀
行
資
本
の
成
長
に

と
も
な
い
、
庭
劃
総
会
か
ら
銭
業
準
備
庫
・
銀
行
票
据
交
換
所
・
聯
合
準
備
委
員
会
へ
と
分
化
し
て
い
た
手
形
交
換
、
貨
幣
市
場
、
最
後
の
貸

手
で
あ
る
「
中
央
銀
行
」
の
三
機
能
が
、
三
行
を
頂
点
に
再
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
通
説
が
語
る
、
銭
荘
の
救
済
・

統
制
と
い
う
面
は
あ
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
信
用
機
構
安
定
化
策
の
結
果
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
上
海
銀
行
界
は
、
預

金
・
発
券
業
務
を
独
占
す
る
三
行
の
出
現
に
直
面
し
、
延
払
信
用
と
動
産
信
用
を
手
形
取
引
に
き
り
か
え
て
い
く
こ
と
で
、
生
き
の
こ
り
と
債
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権
の
流
動
化
を
は
か
っ
た
。
上
海
銀
行
界
は
商
工
業
界
と
と
も
に
、
手
形
取
引
の
振
興
と
票
据
承
党
首
の
設
立
を
も
と
め
て
い
く
。

　
幣
剃
改
革
布
告
に
お
け
る
「
中
央
準
備
銀
行
」
設
立
構
想
と
、
三
七
年
三
月
の
中
央
儲
備
銀
行
法
の
金
融
史
に
お
け
る
意
味
は
、
こ
の
よ
う

に
見
て
は
じ
め
て
あ
き
ら
か
に
な
る
と
い
え
よ
う
。
「
中
央
準
備
銀
行
」
は
、
準
戦
時
下
の
「
上
」
か
ら
の
金
融
制
度
整
備
の
み
な
ら
ず
、
銀

行
界
の
預
金
銀
行
業
務
へ
の
本
格
的
な
専
念
の
中
で
も
と
め
ら
れ
た
、
い
わ
ば
「
下
」
か
ら
の
切
実
な
要
請
と
融
合
し
て
登
場
し
た
も
の
と
し

て
把
握
さ
れ
直
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
、
金
融
恐
慌
下
、
三
行
と
各
支
払
準
備
共
同
プ
ー
ル
・
銀
行
・
銭
荘
・
商
工
業
者
の
間
で
む

す
ば
れ
た
様
々
な
金
融
措
置
や
旧
来
か
ら
の
金
融
慣
行
を
、
い
か
に
新
製
管
下
の
近
代
的
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
も
と
組
み
こ
ん
で
い
く
の
か
定
め

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
課
題
と
し
た
い
。
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　　　　The　Reformation　of　Financial　Organization　in

　　　　　China　under　the　Nationalist　Governrnent：

The　Shanghai　Financial　Crisis　and　the　Money　Market

by

OI〈AZAKI　Kiyonobu

The　purpose　of　this　article　is　to　analyze　the　money　and　the　reformation　of

Cl血ese勧ancial　orga雌za盤on　under　the　Nation油st　Gover㎜ent，　focusing　on　the

period　from　the　shift　in　the　Shanghai　money　market　in　1934　to　the　currency

reform　of　November　1935．

The　reformation　was　a　process　that　linked　native　banks　together　with　modern

banks　under　tha　control　of　the　Three　Bar｝ks　established　by　the　govemment，　and

this　process　meant　that　the　three　functions　of　the　financial　system，　i．e．，　clearing

house，　call　market，　and　central　banking　as　lender　of　last　resort　were　integrated

under　the　Three　Banks，　and　particularly　the　Central　Bank　of　China．

　　Because　of　the　outflow　of　sgver　and　seasonal　settlements，　shanghai　fuiancial

circles　weye　unable　to　support　their　bulging　bank　credit，　and　this　led　to　a　rush　on

the　money　market　and　the　settlement　crisis，　thus　revealing　the　vulnerabbity　of　the

financial　structure　whenever　an　accounting　pertod　approached．

This　vulnerabdity　in　the　clearir｝g　systern　appeared　in　the　form　of　demand

payment　on　the　day（劃頭加水）for　natlve　bills　at　the　next　day　on　sight

（等等票据），and　caused　requests　for　reHef飴ancing　to　be　made　to　the　Three

Banks．　The　demaRds　on　the　“Central　Banl〈”　as　leRder　of　last　resort　allowed　the

Ministry　of　Finance　under　the　Nationalist　Party　complete　contro｝　over　the　Bank　of

China　and　the　Bank　of　Communications　throttgh　an　increase　of　govemmental

会md血9．

　　The　shanghai　Financial　Crisis　in　June　1935　led　to　the　liquidation　of　uncoHectable

real　property　loans　belonging　to　native　banks　by　means　of　relief　financing　through

government　loaRs，　and　elimiriation　of　settlement　instabbity　through　the　affillation　of

the　Reserve　Board　of　the　Native　Banks　Association　with　the　clearinghouse　of　the

modern　banks　under　the　Three　Banks．　Facing　the　growing　power　of　the　Three

Banks，　Shanghai　banking　circles　sought　survival　by　means　of　tal〈ing　advaRtage　of

central　banl〈　credit　through　conversion　of　dfiering　payment　loans　and　movable

property　loaRs　into　discounts　on　b－s．　The　demands　for　the　establishnent　of　an
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Accepting　House　and　a　Central　Reserve　Bank　following　the　currency　reform

emerged　out　of　this　logic．

　　　　La　tra（趾ion　celtique　en　Gaule：

Ia　formation　de　la　culture　gallo－romaine

par

HIKIDA　Takayasu

　　Cet　article　r6f16chit　sur　les　caract6ristiques　de　la　soci6t6　celtique　en　Gaule，　en

pyatant　attention　ti　la　relation　entre　la　yeligion　et　｝a　soci6t6．　En　g6n6ral，　on　dit　que

la　romanisation　de　la　Gaule　s’accomplit　vers　le　premier　sibcle　de　notre　ere．　Mais

quelques　divinit6s　indigenes　6taient　ador6es　en　Gaule　rornaine．

　　Dans　la　religion　ce1tique，　le　culte　des　divinit6s　6tait　un　616ment　essentiel．　ll　y

avait　deux　groupes　de　divinlt6s　celtiques：　1’un　avait　les　noms　latins，　par　exemple，

Mercurius，　Mars，　APollo，　Matronae，　etc．，　1’autre　les　noms　celtiques，　par　exemple，

EPona，　Cer・nunnos，　etc．　Premierement，　selon　C6sar，　les　Gaulois　adoraient

Mercurius，　Mars，　APollo，　etc．　Pour　prendre　Mercur・ius　pour　exemple，　oR　trouve

une　quarantaine　d’epithbtes　de　Mercurius，　mais　la　plupart　tirent　leur　origine　de

noms　de　lieu，　par　exemple，　Mercurius　Arvernorix，　Mercurius　Magniacus

vellaunus，　etc．　Dans　6tude　d’6pithetes，　j’ai　montr6　que　les　divinit6s　de　noms　latins

n’avaient　pas　de　correspondance　avec　les　divinit6s　celtiques，　mais　les　divmit6s

tut61aires　des　tribus　6taient　ador6es　en　taRt　que　‘Mercurius’．　Je　suis　aniv6　a　la

merne　conclusion　concernant　Mars，　APollo　et　Matronae．　DeuxiememeRt，　la　d6ese

EPona　est　une　divinit6　typique．　L’analyse　de　la　d6ese　EPona　aClrnettait　que　le　culte

des　dieux　zoomoxphes　6tait　transform6　en　le　culte　des　anthropomorphes　sous

I’in£luence　m6diterran6enne．　ER　cons6quence，　la　reljgion　celtique　survivait　b

1’6poque　romaine．

　　Pourqoui　la　culture　gallo－romaine　s’est　form6e？　En　Gaule，　jusqu’au　premier

siecle　de　notre　ere，　les　druides　py6sidaient　a　la　retigion．　Le　sacrifice　aux　divinit6s

6tait　conduit　par　les　druides．　Le　peuple　commengak　de　plus　en　plus　a　d6dier

directement　les虹｝scriptions　votives　aux　div血it6s．　De　ce　falt，　les　druides　perdaient

de正eur　pouvoh7　et正e　pubHc　pr6servait　Ia　reHg圭on．La　continuation　de　la　rehgion

celtique　signifle　que　ia　tyadition　celtique　6tait　conserv6e，　parce　que　la　religion　et　la
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